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主
な
内
容

のじぎく兵庫国体 炬
き ょ か

火リレー
　のじぎく兵庫国体と全国障害者スポーツ大会の大
会旗・炬火リレーが市内８区間で行われ、97人の
走者が参加しました。
　炬火はオリンピックの聖火にあたり、県内 10箇
所で採火され、大会旗とともに県内をリレーして、
大会開催を盛り上げます。市内を巡った炬火は、明
石海峡大橋主塔頂で集光された「国生み天

あま

の火」で
す。　　　　　　　　　　　　（９月 23日、福良）
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市民まつり「南あわじ夢祭2006」を開催
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「
南
あ
わ
じ
夢
祭
２
０
０
６
」
を
開
催

広報 

　

南
あ
わ
じ
市
の
活
性
化
や
一
体
化
を
目
指
す
市
民
ま
つ
り
「
南
あ
わ
じ
夢
祭
２
０
０
６
」
が

八
月
二
十
六
、二
十
七
日
の
両
日
、
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
に
よ
り
「
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
・

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
パ
ー
ク
は
両
日
と
も
無
料
開
放
さ
れ
、
家
族

連
れ
や
観
光
客
な
ど
約
二
万
一
千
五
百
人
が
休
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲総勢1000人以上による阿波踊りの総踊り

　

初
日
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
は
、
和

太
鼓
グ
ル
ー
プ
「
甍
い
ら
か
」
の
迫
力
あ

る
演
奏
で
開
幕
。
式
典
に
続
き
、

正
午
か
ら
は
保
育
園
児
約
百
四
十

人
に
よ
る
「
は
ば
タ
ン
ダ
ン
ス
」

で
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

駐
車
場
を
利
用
し
た
産
業
祭
で

は
、特
産
の
玉
葱
や
淡
路
ビ
ー
フ
、

そ
う
め
ん
な
ど
を
使
っ
た
特
別
料

理
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
南
あ
わ

じ
市
出
身
の
加
地
亮
選
手
の
ユ
ニ

　

市
民
ま
つ
り
で
は
、
大
勢
の

方
々
に
お
世
話
い
た
だ
き
、
ご
出

演
・
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
南
海
地
震
を
想
定
し
た

防
災
訓
練
を
十
月
二
十
二
日
に
市

民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
な

が
ら
、
大
規
模
に
行
い
ま
す
。
自

衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
沼
島

か
ら
の
傷
病
者
搬
送
や
各
自
主
防

災
組
織
・
自
治
会
に
よ
る
訓
練
な

ど
関
係
組
織
団
体
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
実
践
に
対
応
し
た
内
容
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
細
部
に
つ
き

ま
し
て
は
八
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
先
般
自
治
会
に
お
世
話

に
な
り
市
民
の
皆
様
に
、
洪
水
、

津
波
、
高
潮
に
分
け
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
全
世
帯
配
布
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
地
震
・
津
波
と

風
水
害
の
二
つ
の
大
き
な
災
害
に

区
別
し
、
見
直
し
し
た
指
定
避
難

所
や
地
震
・
津
波
な
ど
に
対
す
る

備
え
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て

お
り
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
を
通
し
て
個
々
に
、

何
が
で
き
て
何
が
で
き
な
か
っ
た

か
を
検
証
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
話
し

合
っ
た
り
、
確
認
し
た
り
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。「
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
」「
自
分
の
家
族
は

自
分
で
守
る
」「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

防
災
の
基
本
に
立
ち
返
り
、
高
齢

者
や
障
害
者
、
乳
幼
児
や
妊
産
婦

な
ど
災
害
時
要
援
護
者
と
い
わ
れ

る
方
々
を
助
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

消
防
、
警
察
、
行
政
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。
市
民
全
員
の
命
を

守
る
た
め
、「
ど
う
逃
げ
る
か
」「
ど

う
助
け
る
か
」
な
ど
を
再
度
点
検

い
た
だ
き
、
自
主
防
災
組
織
の
設

置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

災
害
に
は
、
予
防
、
応
急
対
策
、

復
旧
・
復
興
対
策
が
必
要
で
す
。

国
や
県
と
共
に
、
福
良
港
津
波
対

策
検
討
委
員
会
や
淡
路
広
域
防
災

拠
点
施
設
の
整
備
な
ど
具
体
的
な

対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

復
興
対
策
と
し
て
、
兵
庫
県
で

は
、
全
国
に
先
駆
け
て
誰
も
が
無

理
な
く
加
入
で
き
る
住
宅
再
建
共

済
制
度
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
様
、
是
非
と
も
こ
の
制
度

へ
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

市
民
ま
つ
り
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▲コンサート（ムラマサ☆）▲保育園児によるはばタンダンス▲はも早食い競争

▲ＰＫストラックアウト

▲自動車らくがきコーナー▲まぐろ丸焼き振る舞い▲南淡路だんじり唄交流会

▲水消火器体験コーナー

▲４中学校合同によるブラスバンド演奏

▲オリエンテーリング「南あわじＤＡ～らん・
　らん・らん!!」▲巨大シーソーゲーム

フ
ォ
ー
ム
の
展
示
、
建
設
用
重
機

体
験
や
自
動
車
解
体
な
ど
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
両
日
開
催
さ
れ
た
防

災
フ
ェ
ア
で
は
、
消
防
は
し
ご
車

体
験
が
人
気
を
集
め
、
三
十
ｍ
上

空
か
ら
の
景
色
に
歓
声
を
あ
げ
て

い
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
は
、
高
校
生
の
和
太

鼓
演
奏
、
中
学
校
合
同
に
よ
る
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
阿
波
踊
り
連
約
千
人
に
よ
る

総
踊
り
で
祭
り
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
エ
リ
ア
の
体
験

ホ
ー
ル
で
は
、
南
淡
路
だ
ん
じ
り

唄
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
情
感
を

込
め
た
豊
か
な
歌
声
に
は
大
き
な

拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
を
受
け
継
ぐ
四

団
体
も
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま

し
た
。

▲重機体験コーナー



決
算
の
概
要

　

一
般
会
計
は
、
歳
入
が

２
９
４
億
３
０
６
８
万
円
、
歳
出

が
２
８
２
億
４
１
７
１
万
円
で
差

引
11
億
８
８
９
７
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　

翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た

事
業
に
充
て
ら
れ
る
財
源

1
億
８
３
３
６
万
円
を
差
し
引

い
た
実
質
収
支
額
は
、
10
億 

５
６
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
方

交
付
税
の
81
億
２
４
９
５
万
円

（
27
・
６
％
）
が
最
も
多
く
、
そ

の
次
に
市
税
の
58
億
７
９
６
３
万

円
（
20
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
ふ
た
つ
で
歳
入
総
額
の
ほ
ぼ
５

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

税
な
ど
市
が
独
自
に
確
保
し
て
い

る
自
主
財
源
は
、
約
１
０
０
億
円

で
全
体
の
約
34
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
残
り
の
約
66
％
は
、
地

方
交
付
税
や
国
県
支
出
金
、
市

債
な
ど
の
依
存
財
源
に
頼
っ

て
い
ま
す
。
前
年
度
歳
入
総
額

３
１
３
億
２
３
２
４
万
円
と
比
較

で
、
18
億
９
２
５
６
万
円
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
民
生
費

の
49
億
２
３
０
１
万
円（
17
・
４
％
）

が
最
も
多
く
、
次
い
で
公
債
費
の

46
億
８
４
６
５ 

万
円
（
16
・
６
％
）、

総
務
費
の
30
億
４
１
９
１
万
円

（
10
・
８
％
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
前
年
度
歳
出
総
額

３
０
１
億
７
８
６
８
万
円
と
比
較

す
る
と
、
19
億
３
６
９
７
万
円
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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◉ 市民一人当たりが納めた市税額

市税
58億 7,963万円
(20.0％)

繰越金
11億 4,456万円（3.9％）

繰入金
10億 8,184万円（3.7％）

使用料及び手数料
9億774万円（3.1％）

諸収入
６億2,432万円（2.1％）

地方譲与税
5億6,918万円（1.9％）

地方消費税交付金
5億342万円（1.7％）

分担金及び負担金、財産収入、寄附金
４億3,847万円（1.5％）

自動車取得税交付金、地方特例交付金
利子割交付金、株式等譲渡所得割交付金
配当割交付金、交通安全対策特別交付金
５億 1,149万円（1.7％）

地方交付税
81億 2,495万円
(27.6％)

市債
36億 7,010万円
(12.5％)

県支出金
31億 6,295万円
(10.7％)

国庫支出金
28億 1,203万円
(9.6％)

歳入
294億
3,068万円

民生費
49億 2,301万円
(17.4％)

公債費
46億 8,465万円
(16.6％)

総務費
30億 4,191万円
(10.8％)

議会費、労働費
商工費、消防費
諸支出金
17億 3,541万円（6.1％）

教育費
30億 2,079万円
(10.7％)

衛生費
29億 8,968万円
(10.6％)

農林水産業費
27億 7,274万円
(9.8％)

土木費
26億 15万円
(9.2％)

災害復旧費
24億 7,337万円
(8.8％)

歳出
282億
4,171万円

　

平
成
17
年
度
（
平
成
17
年
４
月
１
日
〜
平
成
18
年
３
月
31
日
）
の
決

算
状
況
を
報
告
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
納
め
て
頂
い
た
税
金
や

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
ど
の
く
ら
い
入
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
た
の
か
、
一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計
歳 入

◉ 市税収入の推移

◉ 財政指標
■経常収支比率　89.0％
　税収入や地方交付税などの経常的に収入される一般財源（ど
のような経費にも使用できる財源）が、人件費、扶助費、公債
費のような義務的な経費にどの程度消費されているかによっ
て、財政構造の弾力性を判断します。市では 75％程度に収ま
ることが妥当とされています。

■実質公債費比率　17.0％
　税収入や地方交付税などの収入に対する借金の割合を示しま
す。借金の計算には、元利償還額に加え、下水道事業など公営
企業への元利償還金に係る繰出金も含まれます。
　比率が 18％以上で起債に許可が必要となり、25％以上で単
独事業の一部で起債ができなくなります。
　県内の市平均 17.9％と比べると若干低い数値となっていま
すが、今後も下水道事業に係る繰出金の増大が見込まれるので、
比率の上昇が予想されます。

■財政力指数　0.497
　地方交付税法の規定により算出した基準財政収入額を基準財
政需用額で除して得た数値の過去３か年の平均値。「１」に近い、
あるいは超えるほど財源に余裕があるとされています。

50

60

70

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 （年度）

（億円）

67.9

67.0

67.4
65.0

63.0

62.7

59.8

59.9
58.8

市税収入ピークの
平成９年度に比べ
約９億円の減少

問い合わせ
財政課

☎５０－３０３３

一般会計
歳 出

694円2,849円6,697円

65,449円 33,274円

合 計
108,963円
※ 平 成 17 年 度 末
住民基本台帳人口
53,960人で算出
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◉ 市民一人当たりに使った金額

予算上の項目 支　　出 支出金額

人件費・物件費 生活費（衣食住に係る経費や光熱水費）147,064円
扶 助 費 保育所利用料や医療にかかる経費 37,798円
維 持 補 修 費 家の補修費など 2,644円
公 債 費 家や自動車のローン返済 85,217円
補 助 費 等 家族への小遣いなど 44,807円
繰 出 金 子どもへの仕送り 49,970円
投 資 的 経 費 車の買い換えや家の増改築　など 153,727円
貸 付 金 等 その他 2,155円
合 計 523,382円

◉ 南あわじ市の家計簿

【一般会計市債残高の状況】
平成16年度末 平成17年度末 対前年度増減 市民1人あたり

一般会計市債
残高

451億 3,751万円 450億 743万円 △1億 3,008万円 83万 4,089円

【一般会計基金残高の状況】
平成16年度末 平成17年度末 対前年度増減 市民1人あたり

財政調整基金 14億 4,133万円 10億 8,000万円 △3億 6,133万円 2万 15円

減債基金 3億 7,385万円 3億 1,390万円 △ 5,995万円 5,817円

その他特定目
的基金

28億 3,139万円 25億 4,338万円 △2億 8,801万円 4万 7,135円

合　　計 46億 4,657万円 39億 3,728万円 △ 7億 929万円 7万 2,967円

予算上の項目 収　　入 収入金額

市 税 給料（月給等） 108,963円

使用料・手数料等 雑収入 41,586円

地 方 交 付 税 等 実家、親などからの仕送り 290,660円

市 債 金融機関からのローン 68,015円

繰 越 金 前月の残り 21,211円

基 金 繰 入 金 預貯金からの引き出し 14,982円

合 計 545,417円

民生費（老人福祉や児童福祉、障害者福
祉の充実などに）

91,234円

公債費（市が借り入れている債務の返済
に）

86,817円

総務費（人件費や市役所の管理運営に） 56,373円
教育費（学校教育、社会教育、文化・スポー
ツなどの振興に）

55,982円

衛生費（市民の健康管理や、ごみ・し尿
処理などに）

55,406円

農林水産業費（農林水産業の活性化のた
めに）

51,385円

土木費（道路や河川など土木施設の整備・
管理などに）

48,187円

災害復旧費（台風被害の復旧に） 45,837円
消防費（消防や災害対策などに） 16,196円
商工費（商工業の振興や観光開発などに） 8,033円
議会費（市議会の運営に） 5,892円
その他（労働費、諸支出金） 2,040円

合　　　　　計 523,382円
※平成 17年度末人口53,960人で算出　市の財政状況を分かりやすくするために、一般会計決算を

一人当たりに縮小し、１か月の家計に置き換えてみました。
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バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
民
間
企
業
が
決
算
の
と
き
作
成
す
る
貸

借
対
照
表
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
年
度
末
時
点
で
自
治
体
が
保
有

す
る
住
民
の
た
め
の
財
産
と
、
そ
の
財
産
を
形
成
す
る
た
め
の
負

担
を
誰
が
し
て
き
た
の
か
を
表
し
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
が
保
有
し
て

い
る
資
産
や
負
債
を
明
ら
か
に
し
、
財
政
構
造
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

数
値
は
、
一
般
会
計
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
特
別

会
計
と
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
事
業
特
別
会
計
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
特
別
会
計
を
加
え
た
「
普
通
会
計
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

南あわじ市のバランスシート
平成 18年３月 31日現在

借　　方
〔資産の部〕

有形固定資産

総務費　     　4,884,436
民生費　     　3,988,692
衛生費　     　4,909,158
労働費　           110,542
農林水産業費 32,601,973
商工費  　      2,701,300
土木費　   　31,167,569
消防費　　        824,762
教育費　　   27,263,103
その他　　     2,841,691
         計　111,293,226
（うち土地　22,585,605）
①有形固定資産合計

111,293,226

投　資　等

投資及び出資金　6,950,888
貸付金　           156,166
基金　　
・特定目的基金　2,783,377
・土地開発基金　1,124,678
・定額運用基金　　 　     0
　  　      計　3,908,055
退職手当組合積立金　508,182
②投資等合計

11,523,291

流動資産
現金・預金
・財政調整基金1,080,000
・減債基金　      313,900
・歳計現金　   1,257,445
　　 　　 計　2,651,345
未収金
・地方税　      　525,529
・その他　　        36,193
　　　        計　561,722
③流動資産合計

3,213,067

④資産合計

①＋②＋③　  126,029,584

貸　　方
〔負債の部〕

固定負債

地方債　      41,210,716
債務負担行為
・物件の購入費           　0
・債務保証又は損失補償   　0
　                         計　0
退職給与引当金  4,887,008
その他　　　　　　　  　0
⑤固定負債合計

46,097,724

流動負債
翌年度償還予定額  3,579,007
翌年度繰上充用金　　　  0
その他                         0
⑥流動負債合計

 3,579,007
⑦負債合計（⑤＋⑥）

49,676,731

〔正味資産の部〕

国庫支出金   17,515,312
都道府県支出金 12,963,415
一般財源等   45,874,126
⑧正味資産合計

76,352,853

⑨負債・正味資産合計

⑦＋⑧　 　126,029,584

（単位：千円）

用 語 解 説
•有形固定資産　市の不動産（建物、道路 ）や動産
（自動車等）のうち保有が長期に及ぶもの
•投資及び出資金　財団法人などへの出資金や有価
証券

•退職給与引当金　年度末在職職員全員が退職する
とした場合に支払う退職手当金（理論値）

•負債　一年以内に支払期限が到達するのが流動負
債。それ以外が固定負債

•正味資産　既に納められた税金や交付税、補助金
を財源としてつくられた資産額

　　　バランスシートを活用した財務分析
　①～⑨は上記バランスシートをご覧ください。
　⑩は地方債と翌年度償還予定額を足した数値で、44,789,723千円。

分析項目 算定方法 平成17年度 内  容

流動比率 89.8％
短期の負債に対する支払能力を見
るための指標で、高いほど支払能
力がある。

固定長期適合比率   100.3％
長期的な資金の安定性を評価。
100％が目安で低い方が資金の安
定性が高い。

借入依存度   35.5％
総資産に対する資金調達を有利子
負債でどの程度賄っているかを示
す指数。

正味資産比率

（自己資産比率）
  60.6％

この率が高いほど財政状況が健全
であるといえる。

世代間負担比率   40.2%
現在整備されている社会資本のう
ち、将来の世代が負担しなければ
ならない割合。

2006.10.1発行

【債務負担行為に係る補償等】
・物件の購入等　310,612千円
・債務保証及び損失補償　38,173千円
・利子補給等　０千円

【有形固定資産減価償却累計額】
　82,323,489千円

【普通建設事業費に係る補助金・負
担金等】　22,282,992千円

特 別 会 計
特別会計 歳入決算額 (a) 歳出決算額 (b) 歳入歳出差引額

(a)-(b)
国民健康保険特別会計 58億 3,745万円 56億 6,221万円 1億 7,524万円
(1) 保険事業勘定 57億 132万円 55億 3,222万円 1億 6,910万円
(2) 直営診療所勘定 1億 3,613万円 1億 2,999万円 614万円

老人保健特別会計 65億 3,376万円 65億 3,375万円 1万円
介護保険特別会計 38億 7,366万円 38億 93万円 7,273万円
(1) 保険事業勘定 32億 5,674万円 31億 8,401万円 7,273万円
(2) サービス事業勘定 6億 1,692万円 6億 1,692万円 0

訪問看護事業特別会計 6,349万円 5,370万円 979万円
公共下水道事業特別会計 57億 1,154万円 55億 2,607万円 1億 8,547万円
農業集落排水事業特別会計 13億 1,268万円 12億 8,542万円 2,726万円
漁業集落排水事業特別会計 3億 3,542万円 3億 2,986万円 556万円
サイクリングターミナル事業特別会計 6,870万円 6,715万円 155万円
慶野松原海水浴場特別会計 1,005万円 907万円 98万円
土地開発事業特別会計 1,678万円 1,663万円 15万円
(1) 企業団地開発事業勘定 1,039万円 1,039万円 0
(2) 住宅団地開発事業勘定 639万円 624万円 15万円

産業廃棄物最終処分事業特別会計 3億 8,529万円 3億 4,536万円 3,993万円
ケーブルテレビ事業特別会計 2億 7,434万円 2億 4,734万円 2,700万円
公共用地先行取得特別会計 1億 1,956万円 1億 1,956万円 0
広田財産区管理会特別会計 23万円 12万円 11万円
福良財産区管理会特別会計 1,624万円 1,325万円 299万円
北阿万財産区管理会特別会計 153万円 75万円 78万円
沼島財産区管理会特別会計 84万円 59万円 25万円

（特別会計合計） 245億 6,156万円 240億 1,176万円 5億 4,980万円

水道事業
（収益的収支）

収　　入 20億 7,446万円
支　　出 20億 5,160万円

（資本的収支）
収　　入 6億 5,789万円
支　　出 12億 6,515万円

（業務量）一日平均配水量（①）18,844㎥、一日
平均有収水量（②）15,489㎥、有収率（② /①）
82.2％、供給単価291.22 円、給水原価349.63 円

農業共済事業
（収益的収支）農作物勘定

収　　入 2,293万円
支　　出 1,590万円

家畜共済勘定
収　　入 4億 2,818万円
支　　出 4億 2,623万円

果樹共済勘定
収　　入 0
支　　出 0

園芸施設勘定
収　　入 276万円
支　　出 258万円

業務勘定
収　　入 1億 4,370万円
支　　出 1億 4,370万円

国民宿舎
（収益的収支）

収　　入 4億 7,832万円
支　　出 4億 3,828万円

（資本的収支）
収　　入 0
支　　出 5,271万円

（業務量）宿泊19,249人、休憩22,144人

企業会計と特別会計の決算状況

企業会計市債残高
会計名 平成17年度末現在高

水道事業 71億 5,556万円
国民宿舎 1億 4,480万円

企業会計基金残高
会計名 平成17年度末現在高

水道事業 12億 1,626万円
国民宿舎 2億 6,270万円

特別会計市債残高の状況 特別会計基金残高の状況
会　計　名 平成17年度末残高 会　計　名 平成17年度末残高

国民健康保険特別会計 
直営診療所勘定 1,379万円 国民健康保険財政調整基金 1億 5,600万円

公共下水道事業特別会計 175億 5,166万円 介護保険財政調整基金 7,312万円
農業集落排水事業特別会計 56億 3,725万円 産業廃棄物最終処分場基金 2億 4,000万円
漁業集落排水事業特別会計 13億 1,173万円 広田財産区財政調整基金 270万円
土地開発事業特別会計 
企業団地開発事業勘定 15億 4,241万円 福良財産区財政調整基金 1億 2,050万円

土地開発事業特別会計 
住宅団地開発事業勘定 2億 715万円 北阿万財産区財政調整基金 3,236万円

産業廃棄物最終処分事業特別会計 3億 4,241万円 沼島財産区財政調整基金 295万円
合　　計 266億 640万円 合　　計 6億 2,763万円

平成17年度の主な建設事業

▲松帆小学校改築及び大規模改造工事
　（16年度～18年度）

▲庄田コミュニティプラント整備事業 ▲バイオマス利活用フロンティア整備事業（倭文センター）
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の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
の
公
開
競

技
、「
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
」
が
滝
川

記
念
美
術
館
「
玉
青
館
」
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
芸
術
は
、
全
国
か
ら

訪
れ
る
選
手
・
監
督
の
皆
さ
ま
に
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
交
流
だ
け
で

な
く
、
開
催
地
の
文
化
活
動
に
触

れ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
県
内
二
十
二
市
四
町
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

特
別
展
「
あ
り
が
と
う　

心
か

ら　

南
あ
わ
じ
か
ら
」
で
は
島
内

高
校
の
美
術
部
員
に
よ
る
風
景
画

や
静
物
画
、
美
術
選
択
生
の
相
撲

を
題
材
と
し
た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
な
ど

八
十
七
点
が
二
階
展
示
室
に
並
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
階
ホ
ー
ル
に
は
、「
あ

そ
び
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
市
内

二
十
四
の
保
育
所
（
園
）
五
歳
児

の
四
百
三
十
五
作
品
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
十
月
十
三
日
ま
で
。

月
曜
日
休
館
、期
間
中
入
場
無
料
。

▲芸術作品で南あわじの文化を紹介する特別展

10
月
13
日
ま
で
玉
青
館
で
特
別
展
示

国
体
、
ス
ポ
ー
ツ
芸
術 　

昨
年
十
月
か
ら
建
築
を
進
め

て
い
た
市
営
住
宅
「
し
づ
お
り

第
二
団
地
」（
倭
文
庄
田
）
が

九
月
二
十
九
日
完
成
し
ま
し

た
。

　

こ
の
住
宅
団
地
は
、
若
者
を

含
め
た
定
住
化
の
促
進
と
高
齢

者
に
も
配
慮
し
た
住
宅
と
し

て
、
旧
緑
町
に
お
い
て
計
画
さ

れ
ま
し
た
。
合
併
に
よ
り
南
あ

わ
じ
市
に
引
き
継
が
れ
、
ま
ち

づ
く
り
の
手
本
と
な
る
住
宅
と

し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

▲完成したしづおり第２団地
　住宅構造＝鉄筋コンクリート造４階建。戸数＝公営
住宅16戸、特定公共賃貸住宅８戸。設備＝集会所（別
棟）、有料駐車場、オール電化、エレベータ、小公園。
総事業費＝４億2,555万円（13年度～18年度）

　

九
月
の
敬
老
月
間
に
合
わ
せ
、

中
田
勝
久
市
長
が
高
齢
者
と
コ
ア

ラ
を
訪
ね
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

九
月
五
日
、
中
田
市
長
が
市
内

の
百
歳
以
上
の
高
齢
者
十
五
人
の

う
ち
十
一
人
を
訪
問
。
記
念
品
を

贈
っ
て
健
康
と
長
寿
を
祝
い
ま
し

た
。
市
長
は
「
長
年
に
わ
た
り
社

会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
長
寿
を
重
ね
ま
す
よ
う
」

と
お
祝
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
続
い
て
淡
路
フ
ァ
ー
ム

パ
ー
ク
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
も

訪
れ
、
人
間
の
年
齢
で
百
十
歳
に

相
当
す
る
コ
ア
ラ
「
好
（
よ
し
）」

（
雌
十
七
歳
）
に
ユ
ー
カ
リ
の
葉

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
九
月
十
八
日
に
市
内
四

会
場
で
予
定
さ
れ
て
い
た
「
南
あ

わ
じ
市
敬
老
会
」
は
台
風
十
三
号

接
近
の
た
め
、
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
長
生
き
し
て
ね

市
長
が
高
齢
者
と
コ
ア
ラ
を
訪
問

市
営
住
宅
し
づ
お
り
第
２
団
地
が
完
成

全
24
戸
が
整
備

　

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
の
開
催
に

合
わ
せ
て
、
南
あ
わ
じ
市
の
魅
力

を
紹
介
し
た
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

と
市
勢
要
覧
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、「
南
あ
わ

じ
の
い
ち
ば
ん
に
出
会
お
う
」
を

テ
ー
マ
に
、
鳴
門
海
峡
や
慶
野
松

原
な
ど
の
自
然
景
観
、
淡
路
人
形

浄
瑠
璃
を
中
心
に
歴
史
と
文
化
、

新
鮮
な
海
産
物
や
農
産
物
と
直
売

所
な
ど
を
紹
介
。
体
験
施
設
や
温

泉
施
設
、
歳
時
記
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。
冊
子
は
Ａ
５
判
三
十
二

ぺ
ー
ジ
。
観
光
案
内
所
な
ど
に
置

か
れ
、
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
勢
要
覧
で
は
、
食
に
か
か
わ

る
人
々
を
紹
介
し
な
が
ら
そ
の
こ

だ
わ
り
を
紹
介
。
伝
統
芸
能
や
歴

史
、
文
化
財
、
ま
ち
づ
く
り
の
施

策
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
冊
子
は

Ａ
４
版
三
十
六
ペ
ー
ジ
で
資
料
集

も
附
属
し
て
い
ま
す
。
行
政
関
係

者
に
配
布
さ
れ
る
ほ
か
、図
書
館
・

図
書
室
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

両
冊
子
の
内
容
は
、
南
あ
わ
じ

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲観光ガイドブック（左）と市勢要覧

市
勢
要
覧
と
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発
行

南
あ
わ
じ
市
の
魅
力
を
満
載

南
あ
わ
じ
市
総
合
防
災
訓
練

緑・南淡地域

ケーブルテレビ加入予約状況
　　　（平成18年９月 22日現在）

加入者数 ６，２９０件

加 入 率 ７５％

※加入率は H17 年国勢調査

の世帯数で算出。西淡・三原

地域の加入率は88％

ケーブルテレビ整備
工事にご協力を
　工事は短期間に集中して行

うため、片側通行等でご迷惑

をおかけします。ご協力をお

願いします。

問情報課☎ 43-5003

災
害
時
の
障
害
者
用
備
蓄
食
料
を
寄
贈

淡
路
三
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
備
え
、
淡
路
三
原
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
小
林
健
司
会
長
）
か
ら

八
月
三
十
日
、
障
害
者
用
の
備
蓄

食
料
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　

寄
贈
品
は
、
乾
燥
白
米
や
カ

レ
ー
、
魚
の
味
噌
煮
や
焼
肉
の
缶

詰
、
粉
末
ス
ー
プ
、
水
な
ど
十
三

種
類
で
、
四
百
五
十
食
分
。
い
ず

れ
も
、
賞
味
期
間
が
一
年
か
ら
五

年
で
緑
防
災
セ
ン
タ
ー
（
倭
文
）

三
階
の
備
蓄
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

小
林
会
長
は
、「
災
害
は
避
け

て
通
れ
な
い
。
災
害
弱
者
で
あ
る

障
害
者
の
支
援
を
考
え
ま
し
た
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

窓
口
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を
!!

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
市
役
所
へ
来
庁
さ
れ
た
方
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
現
状
の
市
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
市
民
が

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
を
と
ら
え
、
今
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
改
善
の
基

礎
資
料
と
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
期
間　

10
月
2
日
（
月
）
〜
31
日
（
火
）

▽
調
査
場
所　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
各
課
窓
口
、
出
張
所
、
連
絡
所
、
支
所

▽
用
紙
回
収　

各
庁
舎
出
入
口
付
近
の
回
収
箱
へ
投
函

▽
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

▲赤松菊一さん宅（八木）で長寿を祝う中田市長

　

市
で
は
、
地
域
や
企
業
で
指
導

に
あ
た
る
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

を
図
る
た
め
、
養
成
講
座
へ
の
受

講
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
方
（
自
治
会
や
自
主
防
災

組
織
、
事
業
所
等
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
は
優
先
補
助
）

▽
内
容　

防
災
士
研
修
セ
ン
タ
ー

防
災
士
研
修
講
座
（
12
月
15
・

16
・
17
日
、
神
戸
市
）
の
参
加

経
費
（
旅
費
、宿
泊
費
を
含
む
）

の
半
額
を
補
助
。
上
限
５
万
円

問
防
災
課
☎
43
・
５
０
０
６

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
受
講
に
助
成

　

安
全
で
質
の
高
い
生
活
空
間
を

提
供
す
る
た
め
、
室
内
及
び
外
部

の
段
差
を
無
く
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
外
の
若
年
世
帯
（
夫

婦
と
も
四
十
歳
未
満
）
用
に
四
戸

を
準
備
し
、
市
内
人
口
の
増
加
と

少
子
化
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
ま
し

た
。

　

十
月
十
日
か
ら
は
入
居
募
集
、

同
十
三
日
に
は
見
学
会
、
十
九
日

に
は
竣
工
式
典
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
十
六
ペ
ー
ジ
に
募
集

記
事
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
４
の

南
海
地
震
を
想
定

　

防
災
訓
練
は
、
震
度
６
弱
の
揺

れ
と
津
波
の
襲
来
が
予
想
さ
れ
る

南
海
地
震
を
想
定
し
て
、
市
内
全

域
で
行
い
ま
す
。
今
回
の
訓
練
で

は
、
地
域
の
防
災
力
向
上
を
図
る

た
め
、
自
治
会
と
自
主
防
災
組
織

に
よ
る
訓
練
と
防
災
関
係
機
関
が

行
う
実
地
訓
練
に
大
き
く
分
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
の
訓
練

　

訓
練
開
始
に
合
わ
せ
て
家
庭
で

も
、身
の
安
全
や
火
の
元
の
点
検
、

非
常
持
ち
出
し
品
を
確
認
し
、
自

治
会
の
指
定
す
る
避
難
所
へ
徒
歩

で
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
で

は
、
消
火
器
で
の
初
期
消
火
、
リ

ヤ
カ
ー
や
担
架
を
使
っ
た
避
難
誘

導
、
土
の
う
積
み
な
ど
、
地
域
の

実
態
に
合
わ
せ
た
訓
練
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

河
川
公
園
会
場

　

三
原
川
河
川
公
園
で
は
午
前
十

時
か
ら
、
消
防
団
、
消
防
署
、
警

察
署
、
自
衛
隊
、
医
師
会
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
関
係
者
ら
の
協
力
に
よ

り
総
合
的
な
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
午
前
８
時
頃
に
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
訓
練
の
開

始
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
積
極

的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
防
災
課
☎
43
・
５
０
０
６

10
月
22
日
（
日
）
午
前
８
時
か
ら
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南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
総務部
　市長公室☎43-5002
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
議会事務局☎43-5005
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
　国体推進室☎50-3036
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040

　

地
球
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
下
水
道
が
使
え
る
地
区
の

皆
さ
ま
は
、「
遅
滞
な
く
」
排
水
設

備
工
事
（
つ
な
ぎ
こ
み
工
事
）
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
区
域
の

汲
み
取
り
ト
イ
レ
は
、
３
年
以
内
に

水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
の
申
し
込
み

　

宅
内
の
工
事
は
、
南
あ
わ
じ
市

指
定
の
排
水
設
備
工
事
店
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
費
用
は
、
個
々

の
条
件
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
、
見
積
り
等
に
よ
り
内
容
を
確

認
し
て
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

早
期
接
続
は
基
本
料
金
が

一
定
期
間
無
料
で
す

　

下
水
道
の
供
用
開
始
後
、
２
年

以
内
に
排
水
設
備
工
事
を
行
い
、

下
水
道
に
接
続
さ
れ
た
方
に
は
、

下
水
道
料
金
の
う
ち
基
本
料
金
が

減
免
（
無
料
）
と
な
り
ま
す
。
ぜ

「らん・らんバス」が拡大
　灘・国衙線、阿万・福良線開通

「
食
」
ま
つ
り
・
畜
産
共
進
会
を
開
催

　

第
２
回
南
あ
わ
じ
市
「
食
」
ま

つ
り
・
畜
産
共
進
会
を
開
催
し
ま

す
。
会
場
で
は
、
市
内
の
畜
産
農

家
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
乳
牛
・

和
牛
の
体
格
や
毛
並
み
、
肉
付
等

が
競
わ
れ
ま
す
。

　

兵
庫
県
の
和
牛
は
、
古
く
か
ら

但
馬
牛
と
し
て
有
名
で
、
全
国
に

そ
の
系
統
が
広
が
り
、
繁
殖
牛
、

肥
育
牛
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
但
馬
牛
が
兵
庫
県
下
の
各

産
地
か
ら
南
あ
わ
じ
市
に
集
結

し
、
第
88
回
兵
庫
県
畜
産
共
進
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
26
日
（
木
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー

ク
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘

▽
内
容　

農
産
物
直
売
、
淡
路
ビ

ー
フ
試
食
、
即
売
ほ
か

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

▲和牛共進会

▽
日
時　

10
月
７
日
（
土
）、
８

日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時

▽
場
所　

淡
路
島
牧
場
（
八
木
）

▽
内
容　

販
売
コ
ー
ナ
ー
（
農
畜

産
物
、
農
業
用
資
材
）、
家
庭

菜
園
用
野
菜
苗
の
無
料
配
布

コ
ー
ナ
ー
（
先
着
順
）、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
試
食
コ
ー
ナ
ー
他
、

乳
牛
共
進
会
・
牛
乳
ま
つ
り

（
７
日
）、和
牛
共
進
会
（
８
日
）

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

兵
庫
県
畜
産
共
進
会
も
開
催

有
害
鳥
獣
の
捕
獲　
山
林
周
辺
は
ご
注
意
を

　

山
林
周
辺
で
鹿
・
猪
に
よ
る
被

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
地
元
か

ら
の
要
望
も
あ
り
、
次
の
日
程
で

猟
友
会
に
よ
り
銃
器
、
ワ
ナ
に
よ

る
鹿
・
猪
の
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。

　

捕
獲
期
間
は
、
山
林
周
辺
へ
立
ち

入
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

▽
地
区　

中
筋
、
徳
原
、
中
山
、

八
木
、
神
代
、
賀
集
、
北
阿
万
、

阿
万
、
灘

▽
期
間　

10
月
１
日
〜
31
日

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

都
市
計
画
（
案
）
の
公
告
お
よ
び
縦
覧

　

福
良
地
区
で
、
既
存
の
都
市
計

画
道
路
を
見
直
し
ま
す
。
そ
の
見

直
し
に
お
け
る
都
市
計
画
（
案
）

の
公
告
お
よ
び
縦
覧
を
し
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間　

10
月
６
日
〜
20
日

▽
縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課

▽
縦
覧
図
書　

南
淡
都
市
計
画
道

路
の
変
更
計
画
書
（
案
）

▽
廃
止
す
る
路
線
（
一
部
変
更

を
含
む
）　

①
福
良
賀
集
線

約
７
２
０
ｍ
②
十
軒
家
線
約

90
ｍ
③
福
良
伊
加
利
線
約

４
０
０
ｍ
④
福
良
阿
万
線
約

５
３
０
ｍ

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
地
図
を

掲
載
し
て
い
ま
す

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

　

１
日
１
往
復
で
運
行
さ
れ
て
い

た
沼
島
〜
洲
本
航
路
が
10
月
１
日

か
ら
週
３
便
（
火
、
木
、
土
）
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

問
沼
島
汽
船
㈱
☎
57
・
０
０
０
８

沼
島
〜
洲
本
航
路
減
便

　
　
　
10
月
１
日
か
ら

ひ
、
早
期
に
接
続
を
し
て
減
免
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽
に
補
助
金

　

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ

の
汚
水
の
ほ
か
台
所
や
風
呂
・
洗

た
く
な
ど
の
生
活
排
水
を
処
理
す

る
設
備
で
す
。
下
水
道
が
、
将
来

に
わ
た
り
整
備
さ
れ
な
い
場
所
に

お
住
ま
い
の
方
に
は
、
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
工
事
費
に
対
し

て
、補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

問
企
業
経
営
課
☎
50
・
３
０
３
７

　

小
規
模
な
修
繕
工
事
等
の
受
注

機
会
を
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的

に
、契
約
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
登
録
資
格　

①
市
内
に
本
社
ま

た
は
住
所
を
有
す
る
法
人
・
個

人
②
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
（
指
名
願
）
を
提
出
し
て
い

な
い
者
③
税
の
滞
納
が
無
い

者
▽
対
象
工
事　

一
件
の
発
注
金
額

が
30
万
円
以
下
で
、内
容
が
軽
易
、

履
行
の
確
保
が
容
易
な
も
の

▽
申
請
書　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
、
管
財
課
に
て
配
布

▽
受
付
期
間　

10
月
16
日
（
月
）

〜
31
日
（
火
）

▽
提
出
先　

管
財
課（
南
淡
庁
舎
）

へ
持
参
ま
た
は
郵
送

※
詳
し
く
は
、
申
請
書
に
添
付
の

説
明
書
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
管
財
課
☎
50
・
３
０
３
４

小
規
模
工
事
の
契
約
希
望
事
業
者
の
登
録

下
水
道
に
加
入
し
ま
し
ょ
う接続日 減免額

供用開始か

ら1年以内

2年分の基本料金
(1,260 円× 12月×

2年＝ 30,240円）

供用開始か

ら１年を超

え２年以内

１年分の基本料金
(1,260 円× 12月×

1年＝ 15,120円）

下水道料金の減免額

　南あわじ市コミュニティバス「らん・らんバス」の灘・国

衙線と阿万・福良線が 10月１日から開通します。時刻表は、

総合窓口、連絡所などに設置のほか、市のホームページから

もダウンロードできます。　　　　問市長公室☎ 43-5002

▲淡路ビーフ試食コーナー
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各
種
大
会
結
果　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

南
あ
わ
じ
市
の
市
勢
要
覧
を
発

行
し
ま
し
た
。
昨
年
の
秋
か
ら
、

市
内
の
自
然
や
風
景
、
祭
り
な
ど

撮
影
し
ま
し
た
。
レ
タ
ス
の
収
穫

や
び
わ
の
出
荷
な
ど
で
は
、
自
慢

の
食
材
を
味
わ
い
ま
し
た
。
ご
ち

そ
う
さ
ま
で
し
た
。

　

国
体
で
は
選
手
や
役
員
の
方
を

南
あ
わ
じ
の
豊
か
な
味
で
あ
た
た

か
く
迎
え
ま
し
ょ
う
。（
Ｓ
・
Ｔ
）

ら

か

室

集

編

◆
南
あ
わ
じ
市
子
ど
も
会
仲
良
し
将

棋
大
会
（
９
月
10
日
、
三
原
公
民
館
）

【
小
学
校
低
学
年
】
①
堀
尊
善
（
福
良
小

１
年
）
②
西
川
大
奈
（
同
２
年
）
③
阿

萬
田
旭
哉
（
市
小
３
年
）

【
同
高
学
年
】
①
平
石
力
哉
（
湊
小
６
年
）

②
船
井
慎
二
（
同
）
③
納
義
史
（
倭
文

小
６
年
）

【
中
学
生
】
①
野
口
英
洋
（
三
原
中
１
年
）

②
三
木
裕
貴
（
同
２
年
）

◆
南
淡
夏
季
囲
碁
大
会
（
８
月
20
日
、

南
淡
公
民
館
）

【
Ａ
級
】
①
荒
木
允
章
（
福
良
）
②
白
石

静
克
（
洲
本
市
）
③
浦
瀬
正
造
（
福
良
）

【
Ｂ
級
】
①
井
筒
政
夫
（
榎
列
）
②
斉
藤

文
也
（
同
）
③
上
田
昌
昭
（
洲
本
市
）

【
C
級
】
①
坂
本
秀
夫
（
福
良
）
②
松
本

惺
（
阿
万
）
③
鈴
木
秀
明
（
同
）

◆
全
淡
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
８
月
20
日
、

洲
本
市
）
関
係
分
の
み

【
男
子
バ
レ
ー
】
①
三
原
③
西
淡

【
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】
③
西
淡

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】
①
南
淡
Ｂ
③
緑

Ｂ
⑦
三
原
Ａ

【
ペ
タ
ン
ク
】
▽
ダ
ブ
ル
ス
②
南
淡
Ｂ
⑤

緑
Ａ
▽
ト
リ
プ
ル
ス
①
三
原
Ａ
②
南
淡

Ａ
④
南
淡
Ｂ
⑤
三
原
Ｂ

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
】
▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
③
南

淡
、
三
原
▽
ト
リ
ム
①
西
淡
③
三
原
、

緑【ソ
フ
ト
＆
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
】
②
緑

◆
緑
地
域
職
域
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会（
９
月
10
日
、サ
ン
ラ
イ
ズ
淡
路
他
）

【
１
部
】
①
倭
文
農
業
連
合
②
緑
窯
業

【
２
部
】
①
イ
ズ
ミ
フ
ー
ド
マ
シ
ナ
リ
Ｂ

②
Ｊ
Ａ
あ
わ
じ
島

【
３
部
】
①
入
谷
緑
化
土
木
②
土
井
ス

レ
ー
ト
商
店

◆
全
日
本
都
市
対
抗
少
年
野
球
淡
路

島
大
会
（
８
月
13
〜
15
日
、
洲
本
市
民

球
場
）
関
係
分

③
松
帆
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

◆
南
淡
路
招
待
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

（
８
月
20
・
21
日
、
国
立
淡
路
青
少
年
交

国民健康保険税  ３期
市・県民税     ３期
   の納付は10月31日（火）
                    までにお願いします

   　　        問税務課　☎43-5022

税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
　
市
税
徴
収
対
策
本
部
を
設
置

　

市
税
は
市
民
に
安
定
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
大
切
な

財
源
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
市

税
を
再
三
の
催
告
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
い
ま
だ
納
付
さ
れ
て
い
な
い

方
が
い
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
納
税
の
公

平
性
か
ら
見
て
、
こ
の
よ
う
な
滞

納
者
を
な
く
す
た
め
に
、「
市
税

徴
収
特
別
対
策
本
部
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
10
月
〜
12
月
を
「
徴
収

強
化
月
間
」
と
定
め
、
10
月
に
は

国
民
健
康
保
険
税
、
11
月
固
定
資

産
税
、
12
月
住
民
税
を
重
点
的
な

目
標
と
し
て
、
滞
納
者
に
対
し
、

次
の
徴
収
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

①
滞
納
世
帯
を
戸
別
訪
問
の
上

徴
収
す
る
②
滞
納
者
の
呼
出
納
税

相
談
の
実
施
③
電
話
債
権
・
不
動

産
・
預
貯
金
等
の
調
査
・
差
押
え

④
既
差
押
え
物
件
の
公
売
換
価
。

　

③
④
は
「
滞
納
処
分
」
と
い
い
、

市
が
滞
納
者
に
対
し
実
施
出
来
る

権
限
で
す
。

　

ま
だ
税
を
納
め
て
い
な
い
方
は

期
日
内
に
お
納
め
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
納
付
方

法
等
納
税
上
の
ご
相
談
は
税
務
課

へ
。

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

障
害
者
自
立
支
援
法
の
し
く
み
に
つ
い
て

　

障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
本
年
四
月
、
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
障
害
の
種
類
に
か

か
わ
ら
ず
、
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
体
系
が
一
本
化
さ
れ
利
用
者
本
位
の

制
度
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
月
か
ら
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

居
宅
及
び
施
設
サ
ー
ビ
ス
か
ら
「
自
立
支
援
給
付
」（
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
）
と
「
地
域
生
活
支
援
事
業
」
制
度
に
移
行
し
、
補
装
具
給
付
と

日
常
生
活
用
具
の
制
度
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
装
具
費
及
び
日
常
生
活
用
具

給
付
事
業
に
お
い
て
、
利
用
者
負

担
は
１
割
（
定
率
）
で
す
が
、
所

得
に
応
じ
て
負
担
の
上
限
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
点
字
器
、
頭
部
保
護
帽
、

人
工
咽
頭
、
歩
行
補
助
杖
、
収
尿

器
、
ス
ト
マ
用
装
具
は
、
日
常
生

活
用
具
へ
、
重
度
障
害
者
用
意
思

伝
達
装
置
は
補
装
具
へ
移
行
と
な

り
ま
し
た
。

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

自
立
支
援
給
付
（
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
）

　

障
害
の
程
度
や
介
護
者
の
有
無

な
ど
を
踏
ま
え
、
個
別
に
支
給
を

決
定
し
ま
す
。

▽
介
護
給
付　

居
宅
介
護
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
）、
重
度
訪
問
介
護
、

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
生
活
介

護
、
施
設
入
所
支
援
な
ど

▽
訓
練
等
給
付　

自
立
訓
練
、
就

労
移
行
及
び
就
労
継
続
支
援
、

共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
）

▽
自
立
支
援
医
療　

更
生
医
療
、

育
成
医
療
、
精
神
通
院
公
費

▽
補
装
具
費
支
給

地
域
生
活
支
援
事
業

　

障
害
の
あ
る
人
の
状
況
に
応
じ

て
、
柔
軟
に
支
援
し
ま
す
。

▽
生
活
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関
す

る
相
談
、
手
話
通
訳
者
や
要
約

筆
記
者
の
派
遣

▽
外
出
時
の
移
動
支
援
、
日
常
生

活
用
具
の
給
付
な
ど

補
装
具
と
日
常
生
活
用
具
の

給
付
制
度
変
更

兵
庫
県
最
低
賃
金

　

時
間
額
６
８
３
円

　
　
　
　

平
成
18
年
９
月
30
日
発
効

※
産
業
別
最
低
賃
金
は
現
在
改
正
審

議
中
で
す

▽
物
件　

三
原
高
校
寄
宿
舎
跡
地

（
市
青
木
）
宅
地
７
８
６
㎡

▽
最
低
価
格　

３
３
８
０
万
円

▽
受
付
期
限　

10
月
２
日
（
月
）

〜
10
日
（
火
）

▽
参
加
資
格　

個
人
・
法
人
を

問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
参

加
可
能
。
管
財
課
（
☎
50
・

３
０
３
４
、
南
淡
庁
舎
）
で
必

要
書
類
を
受
け
取
り
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
市
青
木
の
宅
地

平成 18年 事業所・企業統計調査

　皆さまの事業所に調査票は、
届いていますか？ご記入いただ
いた調査票は、10 月中旬まで
に調査員証を携行した調査員が
受け取りにお伺いします。ご協
力よろしくお願いします。

事　業　所　数　（民営）
平成16年 平成 13年 増加数 増加率（％）

南あわじ市 3,382 3,631 △ 249 △ 6.9
緑 地 区 368 388 △ 20 △ 5.2
西淡地区 1,006 1,103 △ 97 △ 8.8
三原地区 885 934 △ 49 △ 5.2
南淡地区 1,123 1,206 △ 83 △ 6.9

過去の調査結果
第１次基本集計結果
　　「確報値」が出ました !!

南あわじ市
人　口 52,283人
世　帯 17,044世帯

統
計
ミ
ニ
情
報

南
あ
わ
じ
市
退
職
者

　
　
（
平
成
18
年
８
月
31
日
付
）

　

殿
脇
零
央

等
身
大
紙
相
撲
大
会
の
参
加
者
募
集

▽
日
程　

11
月
23
日
（
木
・
祝
）

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘

▽
寸
法
等　

高
さ
１
ｍ
80
㎝
以
内
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
製

▽
申
込
み　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
☎
43
・
２
６
２
６

◆
平
日
土
曜
日
入
園
無
料
に
な
る
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
の

　

登
録
受
付
中
。
登
録
は
商
工
観
光
課
（
☎
37
・
３
０

　

１
２
）
ま
で

流
の
家
）

【
南
淡
路
杯
】
①
堅
下
（
大
阪
府
）
②
和

光
（
同
）

【
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
長
杯
】
①
高
石
中
央

（
大
阪
府
）
②
西
須
磨
（
明
石
市
）

【
青
少
年
交
流
の
家
杯
】
①
池
田
木
屋
（
大

阪
府
）
②
泉
（
同
）

◆
南
あ
わ
じ
市
テ
ニ
ス
大
会
（
９
月

３
日
、
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
）

【
男
子
】
▽
Ａ
級
①
印
部
泰
男
②
三
宅
孝

幸
▽
Ｂ
級
①
山
中
崇
史
②
宮
本
末
次

【
女
子
】
▽
Ａ
級
①
辰
岡
志
音
②
北
内
真

理
子
▽
Ｂ
級
①
永
岩
早
稀
②
山
本
貴
子

★
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果
は
市
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す

★
こ
の
欄
へ
の
掲
載
は
情
報
課
（
☎
43
・

　

５
０
０
３
、
F 

43
・
５
１
０
３
）
ま
で

問総務課☎ 43-5001

第16回淡路島女子駅伝競走大会が開催
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
公

聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

南
淡
、

全
国
大
会
優
勝

　

第
三
十
七
回
全
国
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
九
月
七

〜
十
日
、
愛
知
県
豊
橋
市
）
に

兵
庫
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た

南
淡
チ
ー
ム
が
、
最
終
日
の
総

理
大
臣
杯
決
定
戦
に
勝
ち
進
み

優
勝
し
ま
し
た
。

服
部
愛
美
さ
ん
、
国
際
大
会
１
位

　

洲
本
高
校
陸
上
部
の
服
部
愛
美
さ
ん
（
松

帆
）
が
第
十
四
回
日
韓
中
ジ
ュ
ニ
ア
交
流
協

議
会
（
八
月
二
十
五
・
二
十
六
日
、
韓
国
大

邱
広
域
市
）
に
出
場
し
、
二
〇
〇
ｍ
競
技
初

日
は
二
位
、
二
日
目
は
一
位
、
四
×
一
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
競
技
は
、
両
日

と
も
一
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

仲
尾
和
也
さ
ん
、
全
国
大
会
２
位

　

淡
路
高
校
の
仲
尾
和
也
さ
ん
（
阿
那
賀
）

が
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
大
会
（
八
月
五
〜
八
日
、
大

阪
府
羽
曳
野
市
）
九
十
四
キ
ロ
級
に
出
場
し
、

準
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。

片
山
雄
一
朗
さ
ん
、
全
国
大
会
出
場

　

天
理
大
学
の
片
山
雄
一
朗
さ
ん
（
賀
集
）

が
第
二
十
五
回
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選

手
権
大
会
（
十
月
十
四
日
、
日
本
武
道
館
）

及
び
講
道
館
杯
日
本
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

お
め
で
と
う

2006.10.1発行

亀
岡
八
幡
宮
で
「
う
ぶ
す
な
の
集
い
」

38
年
ぶ
り
に
復
活
の
夜
宮

　

阿
万
の
亀
岡
八
幡
宮
で
は
、

三
十
八
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
、
秋

ま
つ
り
夜
宮
が
九
月
十
六
日
、「
う

ぶ
す
な
の
集
い
」
と
し
て
、
同
境

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
地
域
の
年
配
者

▲子どもたちによる郷土芸能の舞台（上町踊り）
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」
講
演
を
開
催

接
客
マ
ナ
ー
を
向
上
さ
せ
よ
う

　

淡
路
地
区
商
工
会
女
性
部
連
絡

協
議
会
・
洲
本
商
工
会
議
所
女
性

会
で
は
、
商
売
で
の
接
客
マ
ナ
ー

な
ど
の
向
上
を
図
り
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
も
ら
お
う
と
、

九
月
六
日
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

の
講
演
会
を
西
淡
公
民
館
で
開
催

し
、
三
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み
の

「
清せ
い
し
か
い

紫
会
」
新
・
作
法
学
院
学
院

長
の
近
藤
珠
實
さ
ん
を
招
き
、「
地

域
活
性
化
を
目
指
し
て
〜
ち
ょ
っ

と
気
に
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」

と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
礼
儀
作
法
の
歴
史

や
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、
自
分

の
失
敗
談
や
笑
い
話
を
交
え
て
、

「
マ
ナ
ー
の
基
本
は
振
る
舞
い
で

は
な
く
、
心
の
問
題
。
接
す
る
人

を
認
め
て
あ
げ
る
姿
勢
が
、
相
手

▲講演する近藤珠寛さん

慶
野
松
原
鬼お

に
あ
い愛
広
場
に
完
成

は
ば
た
ん
花
壇
で
国
体
選
手
を
歓
迎

　

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
の
公
開
競

技
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
会
場
と
な
る
慶

野
松
原
で
九
月
十
一
日
、
地
元
の

ま
ち
づ
く
り
団
体
「
瓦
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」（
油
本

博
会
長
）
が
同
国
体
の
マ
ス
コ
ッ

ト
「
は
ば
タ
ン
」
を
花
で
描
い
て

花
壇
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

花
壇
は
、
県
の
助
成
を
受
け
慶

野
松
原
海
岸
沿
い
の
遊
歩
道
「
プ

ロ
ポ
ー
ズ
街
道
」西
端
の
鬼
愛（
お

似
合
い
）
広
場
に
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
縦
四
・
六
五
ｍ
横
四
ｍ
の

大
き
さ
で
、
地
元
産
の
い
ぶ
し
瓦

約
千
三
百
枚
で
縁
取
り
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
会
員
十
五
人
が
黄

色
、紫
色
、白
な
ど
六
色
の
ナ
チ
ュ

レ
（
パ
ン
ジ
ー
と
ビ
オ
ラ
の
交
雑

種
）の
花
苗
千
二
百
本
を
使
っ
て
、

は
ば
タ
ン
を
描
き
ま
し
た
。
十
月

初
旬
に
は
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

　

油
本
会
長
は
、「
国
体
で
訪
れ

る
人
に
、
い
ぶ
し
瓦
の
良
さ
と
慶

野
松
原
の
美
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲はばタン花壇の色合いを調整する会員ら夏
の
終
わ
り
を
告
げ
る
地
蔵
盆
で
披
露

阿
那
賀
地
区
の
傘
踊
り

　

阿
那
賀
地
区
で
傘
踊
り
を
受
け

継
ぐ
住
民
ら
が
、
踊
り
手
の
子
ど

も
た
ち
の
衣
装
や
道
具
類
を
新

調
し
八
月
二
十
三
日
、
春
日
寺
で

行
わ
れ
た
地
蔵
盆
で
披
露
し
ま
し

た
。

　

傘
踊
り
は
、
新
仏
を
供
養
す
る

た
め
同
地
区
で
始
ま
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
踊
り
は
、
太

鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
傘
を
開

閉
、
回
転
さ
せ
ま
す
。
民
族
芸

能
を
支
援
す
る
「
伝
統
文
化
活
性

化
国
民
協
会
」
の
助
成
を
受
け
、

四
十
人
分
の
法
被
と
傘
、
鉢
巻
が

新
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

や
ぐ
ら
が
組
ま
れ
、
ち
ょ
う
ち

ん
に
明
か
り
が
灯
る
境
内
に
は
、

有
志
に
よ
る
夜
店
も
開
店
。
午
後

八
時
か
ら
は
子
ど
も
た
ち
が
揃
い

の
衣
装
で
「
傘
踊
り
」
を
踊
り
、

夏
の
終
わ
り
を
告
げ
る
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

▲傘踊りを披露する子どもたち

会
（
十
一
月
十
八
日
、
千
葉
県
）
に
出
場
し
ま
す
。
片
山
さ
ん
は
、
関

西
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
六
十
六
㎏
級
（
九
月
三
日
、
岸
和
田

市
）
で
優
勝
し
、
大
会
へ
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

廻
角
隆
平
さ
ん
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

　

神
戸
市
立
科
学
技
術
高
校
の
廻
角
隆
平
さ

ん
（
阿
万
）
が
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
（
八
月
八
日
、
大
阪
府
堺
市
）
柔
道
団
体

戦
に
出
場
し
ま
し
た
。

飛
翔
会
、
全
国
大
会
出
場

　

飛
翔
会
（
道
上
英
司
代
表
ら
十
人
）

が
第
十
九
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
祭
男
女
混
合
綱
引
大
会

（
十
月
二
十
二
・
二
十
三
日
、
鳥
取
県

岩
美
町
）
に
出
場
し
ま
す
。
同
チ
ー

ム
は
一
月
に
行
わ
れ
た
県
大
会
で
優

勝
し
、
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

御
原
中
吹
奏
楽
部
、
優
秀
賞

　

御
原
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
第

五
十
六
回
関
西
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（
八
月
二
十
一
日
、
京
都
会
館
）
の
中

学
小
編
成
（
三
十
人
以
下
）
の
部
で
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

菊
川
兼
男
さ
ん
、
特
別
表
彰

　

現
在
も
健

康
で
社
会
的

に
活
躍
す
る

九
十
歳
以
上

で
功
績
が
特
に
優
れ
た
人
に
贈
ら
れ
る

県
高
齢
者
特
別
表
彰
が
菊
川
兼
男
さ
ん

（
湊
）
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

菊
川
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り
淡
路

人
形
浄
瑠
璃
や
文
化
財
の
保
存
伝
承
、
郷
土
史
の
研
究
活
動
な
ど
に
尽

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
間
に
根
強
く
残
る
復
活
の
思
い

を
再
現
し
、
地
域
の
活
性
化
や
地

域
興
し
の
き
っ
か
け
に
つ
な
が
っ

て
い
け
ば
と
い
う
願
い
を
込
め

て
、
地
元
の
有
志
（
前
川
眞
澄
代

表
）
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
実
現

し
た
も
の
で
す
。

　

野
外
特
設
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、

地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
伝
統

芸
能
や
愛
好
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
大

正
琴
や
琴
、
和
太
鼓
、
舞
踊
、
カ

ラ
オ
ケ
、
阿
波
踊
り
な
ど
が
多
彩

に
繰
り
広
げ
ら
れ
、
二
千
五
百
人

の
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

年
配
の
方
か
ら
は
「
久
々
の
開

催
で
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
こ
の

行
事
が
い
つ
ま
で
も
続
く
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
」
と
語
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

▲西町三十三間堂淀の車

▲菊川さん ▲片山さん ▲仲尾さん ▲服部さん

▲南淡の皆さん
▲中田市長（左）と川野助役（右）へ報告に
　訪れた飛翔会の皆さん▲御原中学校吹奏楽部の皆さん

▲廻角さん

か
ら
好
感
を
持
た
れ
ま
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
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法の日の無料相談会
◆内容　借地、借家、結婚、人権、金銭、
交通事故、騒音など（当日受付）

◆日時　６日（金）13:00 ～ 16:00
◆場所　緑市民センター、西淡第２庁舎、
　三原市民センター、南淡公民館
◆問合せ　市民課☎ 43-5023

法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　11（水）24日（火）13:30 ～ 16:30
◆場所　三原市民センター　小会議室
◆申込み　市民課☎43-5023予約必要

行政相談
◆内容　行政相談員による相談（当日受付）
◆日時　11日（水）13:30 ～ 15:00
◆場所　三原公民館　講義室
◆問合せ　市民課☎ 43-5023

高齢者の総合相談
（年金・保険相談）
◆日時　20日（金）9:30 ～ 16:30
◆場所　県洲本総合庁舎
（法律相談）
◆日時　13・27日（金）13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

テレビ電話による交通事故相談
◆日時　11日（水）10:30 ～ 16:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

テレビ電話による法律相談
◆日時　毎週平日木曜日 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

司法書士会による相談
（多重債務者相談）
◆日時　23日（月）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎

◆申込み　野
のぐちやすし

口泰嗣司法書士事務所☎26-3123

こころのケア相談
◆内容　心の悩みや病気に関すること
◆日時　毎月第１水曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

酒害相談
◆内容　アルコール依存症に関すること
◆日時　毎月第２金曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

10月の
　無料相談

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員

▽
業
務　

介
護
予
防
支
援
計
画

（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
作
成
業
務

▽
応
募
資
格　

①
介
護
支
援
専
門

員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
②

保
健
師
③
社
会
福
祉
士
④
経

験
を
有
す
る
看
護
師
⑤
社
会

福
祉
主
事
（
要
3
年
以
上
の
高

齢
者
保
健
福
祉
相
談
業
務
経

験
）
の
い
ず
れ
か
を
有
す
る

者
。
普
通
自
動
車
運
転
免
許

（
限
定
可
）
も
必
須
条
件

▽
人
数　

２
人

▽
期
間　

11
月
１
日
〜
19
年
３
月

31
日

▽
賃
金　

時
給
千
３
百
円
。
交
通

費
別
途
支
給

▽
勤
務
地　

南
あ
わ
じ
市
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緑
庁
舎
）

▽
申
込
期
限　

10
月
20
日
（
金
）

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
44
・
３
０
０
６

伊
加
利
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員

▽
勤
務
内
容　

看
護
師
業
務

▽
資
格
要
件　

看
護
師
・
准
看
護

師
の
資
格
を
有
す
る
者
で
55

歳
ま
で
の
健
康
な
方

▽
人
数　

１
人

▽
採
用
期
日　

18
年
10
月
下
旬

▽
賃
金　

時
給
千
３
百
円
。
交
通

費
別
途
支
給
、
労
災
保
険
加
入

▽
勤
務
場
所　

南
あ
わ
じ
市
伊
加

利
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験
等

▽
申
込
期
限　

10
月
16
日
（
月
）

問
長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

市
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

臨
時
職
員

▽
職
種　

①
臨
時
調
査
員
②
外
業

調
査
補
助
員
③
内
業
調
査
補

助
員

▽
応
募
資
格　

①
大
学
卒
業
以
上

で
考
古
学
・
歴
史
系
の
学
部
卒

業
で
現
場
経
験
の
あ
る
方
②

③
高
校
卒
業
以
上
。
要
普
通
免

許
35
歳
ま
で
の
健
康
な
方

▽
人
数　

①
１
人
②
１
人
③
２
人

▽
期
間　

11
月
１
日
〜
平
成
19
年

３
月
31
日
（
再
任
期
も
あ
り
）

▽
賃
金　

①
月
額
16
万
６
千
円
②

時
給
千
百
円
③
時
給
９
百
円
。

社
会
保
険
等
も
加
入

▽
試
験　

筆
記
・
実
技
試
験
、
面

接
（
書
類
選
考
の
場
合
も
あ

り
）。
試
験
日
は
10
月
後
半

▽
申
込
期
限　

10
月
16
日
（
必
着
）

問
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　

☎
42
・
３
８
４
９

み
か
ん
の
木
の
オ
ー
ナ
ー

　

家
族
そ
ろ
っ
て
、
収
穫
体
験
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
み
か
ん
園
地　

北
谷
敏
江
農

園
、
北
谷
清
美
農
園
、
原
上
農

園
、
松
井
農
園
、
山
中
農
園

▽
オ
ー
ナ
ー
料　

一
本
あ
た
り

３
千
円
〜
１
万
円

▽
募
集
期
間　

10
月
６
日
（
金
）

〜
21
日
（
土
）。
予
定
本
数
に

到
達
次
第
、
締
め
切
り

▽
申
込
み　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ

と
応
援
隊
☎
46
・
０
３
０
１

「
か
か
し
さ
ん
集
ま
れ
in
薫
陶
の
里
」

オ
リ
ジ
ナ
ル
案か

か

し

山
子

▽
出
品
か
か
し
寸
法　

縦
２
・
２

ｍ
・
横
１
・
８
ｍ
以
内
。
製
作

材
料
は
規
定
な
し
（
人
畜
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
は
不
可
）

▽
展
示
期
間　

10
月
20
日
（
設
置

日
）
〜
11
月
５
日

▽
表
彰　

優
秀
な
作
品
に
は
新
米

30
㎏
〜
５
㎏
、
み
か
ん
他

▽
申
込
み　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ

と
応
援
隊
☎
46
・
０
３
０
１

市
営
住
宅
『
し
づ
お
り
第
2

団
地
』
入
居
見
学
会

▽
日
時　

10
月
13
日
（
金
） 

午
前

８
時
〜
午
後
１
時

▽
場
所　

現
地
（
倭
文
庄
田
）

▽
内
容　

公
営
住
宅
１
戸
、
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
１
戸
を
開
放

市
営
住
宅
入
居
者

◆
政
令
月
収
20
万
円
以
上
対
象
、

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

▽
し
づ
お
り
第
2
団
地
（
倭
文
庄
田
）

　

８
戸
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
１
〜
４
階
、

単
身
不
可
、
新
築
。
家
賃
月
額

５
万
９
千
８
百
円
〜
６
万
４
千
円
、

駐
車
場
１
台
月
額
２
千
５
百
円

▽
さ
く
ら
台
団
地
（
賀
集
八
幡
南
）

　

２
戸
、
や
え
棟
１
―
２
・
３
―
２

号
、
３
Ｄ
Ｋ
、
２
階
、
単
身
不
可
、

平
成
10
年
度
建
設
。
家
賃
月
額

６
万
５
千
円
、
駐
車
場
１
台
月
額

２
千
５
百
円

◆
政
令
月
収
20
万
円
以
下
対
象

　
（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の

い
る
世
帯
等
は
、
26
万
８
千
円

以
下
）、
市
営
住
宅

▽
し
づ
お
り
第
２
団
地
（
倭
文
庄
田
）

　

16
戸
（
市
内
12
戸
、
市
外
若
年
世

帯
４
戸
）
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
〜
４
階
、

単
身
不
可
、
新
築
。
市
外
若
年
世

帯
は
、
市
外
住
居
者
で
夫
婦
が
共

に
40
歳
未
満
の
世
帯
。
家
賃
月
額

２
万
７
千
円
〜
５
万
９
千
３
百

円
、
駐
車
場
１
台
月
額
２
千
５
百
円

▽
阿
那
賀
団
地
（
阿
那
賀
）

　

１
戸
、
Ａ
―
２
棟
２
０
１
号
、
３

Ｄ
Ｋ
、
２
階
、
単
身
不
可
。
阿
那

賀
（
南
・
中
・
北
栄
）
地
区
在
住

の
方
優
先
。
平
成
２
年
度
建
設
。

家
賃
月
額
１
万
９
千
４
百
円
〜

４
万
２
千
５
百
円
、
駐
車
場
１
台

月
額
２
千
５
百
円

▽
湊
団
地
（
湊
）

　

１
戸
、
A
棟
３
０
３
号
、
３
Ｄ
Ｋ
、

３
階
、
単
身
不
可
、
昭
和
63
年
度

建
設
。
家
賃
月
額
１
万
５
千
９
百

円
〜
３
万
５
千
円

◆
申
込
期
限　

10
月
25
日
（
水
）

◆
公
開
抽
選
会　

11
月
７
日（
火
）

さんちゃん市
◆日時　年中無休
　午前９時～午後６時
◆場所　ファームパーク
　イングランドの丘入口横
◆内容　野菜・果物・加工
　品を安値で販売
問さんちゃん市☎ 43-2882

しづおり朝市
◆日時　毎週日曜日
　午前８時～11時 30分
◆場所　倭文まちづくりの丘
　（しづおり団地上）
◆内容　野菜・果物を安値
　で販売
問朝市事務局☎46-0301

うずしお朝市
◆日時　毎月第４日曜日
　午前９時～正午
◆場所　福良漁業協同組合
　（駐車場は旧福良中学跡地）
◆内容　魚介類など販売。
　500円毎にスピードくじ
問福良漁協☎52 -0064

幡多の朝市
◆日時　毎週日曜日
　午前８時30分～ 11時
◆場所　営農拠点センター
　横（榎列上幡多）
◆内容　野菜などを安値で
　販売
問事務局☎42-2047

午
前
10
時
〜
、
西
淡
保
健
セ
ン

タ
ー
１
階
和
室

◆
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

公
営
墓
地
「
緑
霊
苑
（
広
田

大
宮
寺
裏
）
」
使
用
者

▽
応
募
資
格　

南
あ
わ
じ
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

者
、
も
し
く
は
本
籍
ま
た
は
墓
地

を
有
す
る
（
改
葬
の
為
）
者

▽
募
集
期
限　

10
月
31
日
（
火
）

▽
募
集
区
画　

３
区
画
、
一
人
１

区
画
（
約
３
・
３
㎡
）

▽
使
用
料　

永
代
使
用
料
25
万
円

（
市
外
居
住
者
は
20
％
増
）、
維

持
管
理
費
年
間
３
千
90
円
（
３

年
分
前
納
）

▽
申
込
み　

申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
付
の
上
、
生
活
環
境
課

（
☎
43
・
５
０
２
４
）
へ
提
出
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

淡
路
島
女
子
駅
伝
コ
ー
ス
の

美
化
活
動

▽
日
時　

10
月
18
日
（
水
）
午
前

７
時
〜
約
１
時
間

▽
集
合
場
所　

慶
野
松
原
民
宿
案
内

所
、
甍
公
園
、
ら
ら
ウ
ォ
ー
ク

▽
そ
の
他　

一
般
参
加
も
大
歓

迎
。
雨
天
中
止

問
南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

　

☎
36
・
４
０
７
９

市
農
業
基
本
構
想
を
策
定

　
「
南
あ
わ
じ
市
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
構
想
」
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
農
業
の
担
い

手
を
明
確
化
で
き
、
19
年
度
産
か

ら
始
ま
る
「
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
」
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

▽
主
な
内
容　

①
認
定
農
業
者
の

認
定
基
準
を
、
一
農
家
当
た
り

５
１
０
万
円
程
度
（
主
た
る
農
業

従
事
者
一
人
当
た
り
４
２
０
万

円
程
度
）、
年
間
労
働
時
間

１
８
０
０
時
間
を
目
標
と
す
る
こ

と
に
設
定
②
休
遊
農
地
農
業
上
の

利
用
増
進
を
図
る
こ
と

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

国
立
淡
路
青
少
年
交
流
の
家

「
淡
路
う
ず
し
お
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

▽
日
時
・
内
容　

10
月
28
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
５
時
＝
南
海
地
震

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
な
ど
。

10
月
29
日
（
日
）
＝
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
＝
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
（
出
店
者
も
募
集
）、
ス

テ
ー
ジ
発
表
、
も
ち
つ
き
な
ど

▽
場
所　

国
立
淡
路
青
少
年
交
流
の

家
（
旧
青
年
の
家
、
阿
万
塩
屋
町
）

問
同
施
設
☎
55
・
２
６
９
５

鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日
午
前
８
時

〜
正
午

▽
場
所　

鳥
井
公
会
堂
前
駐
車
場

（
八
木
公
民
館
隣
）

▽
内
容　

新
鮮
野
菜
を
安
値
販
売

問
鳥
井
営
農
ク
ラ
ブ

　

☎
42
・
１
１
６
９

法
務
局
三
原
出
張
所
が
統
合

　

神
戸
地
方
法
務
局
三
原
出
張
所

が
10
月
16
日
（
月
）
を
も
っ
て
、

同
洲
本
支
局
へ
統
合
し
ま
す
。

　

統
合
に
伴
い
、
三
原
出
張
所
で

取
り
扱
っ
て
い
た
登
記
事
務
は
、

同
日
か
ら
洲
本
支
局
に
お
い
て
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
扱
い
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
る
ご
厚
情
に
対

し
、心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

問
神
戸
地
方
法
務
局
総
務
課
☎

０
７
８
・
３
９
２
・
０
４
６
１
、

洲
本
支
局
☎
22
・
０
４
９
７



　
　トレーニングルームを利用する場合、初回
のみこの講習会を受講していただきます
●対象者　16歳以上
●講習会受講料　500円
●１講習会定員　６人（完全予約制）
●講習時間　約１時間30分
●利用料金　200円（２回目以降）
※申込みは10月６日（金）午前８時30分
　から電話で受付します。☎ 50-5077
※お子様連れでの受講はご遠慮ください

月日 曜日 第１講習時間 第２講習時間

10月 14日 土 10:30 ～ 14:00 ～

10月15日 日 10:30 ～ 14:00 ～

10月20日 金 13:30 ～ 18:30 ～

初回トレーニング講習会
受講者募集

2006.10.1発行

まなびの扉

19 18

■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
B&G南淡海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター
　☎55-0652
賀集スポーツセンター
　☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

ま
な
び
の
扉

▽
申
込
み　

10
月
７
日
（
土
）
ま

で
に
三
原
公
民
館
（
☎
43
・

５
０
３
８
）
へ

働
く
婦
人
の
家

　
各
種
講
座
の
ご
案
内

◆
健
康
運
動
講
座　

10
月
14
・
28

日
（
土
）
午
後
８
時

◆
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座　

10
月
４
日

（
水
）
午
前
11
時

◆
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク　

10
月
15

日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
。
阿

万
吹
上
の
浜
方
面
、
青
少
年
交

流
の
家
駐
車
場
集
合

◆
お
し
ゃ
れ
な
一
輪
生
け　

10
月

12
日
（
木
）
午
後
７
時
30
分

◆
ふ
る
さ
と
探
訪　

10
月
27
日

（
金
）
午
後
１
時
。
国
分
寺
他

◆
申
込
み　

働
く
婦
人
の
家

　

☎
43
・
２
３
２
６

玉
青
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ

玉
青
館
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

▽
期
間　

10
月
20
日
（
金
）
〜
１

月
28
日
（
日
）

▽
内
容　

直
原
玉
青
画
伯
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
未
公
開
の
美
術
品

や
こ
れ
ま
で
玉
青
館
で
個
展

を
開
催
し
た
作
家
た
ち
の
作

　

　義太夫節は、17 世紀

後半に竹本義太夫によっ

て創始された三味線音楽

です。太夫の語りと三味

線の演奏で構成され、主

として人形芝居の音楽と

して伝承されてきた、我

が国の代表的な伝統音楽

の一つです。

　淡路人形座の三味線の師匠である友路師は、大正２年、

南あわじ市福良に生まれ、4歳で義太夫三味線を習い始め

ました。平成 10年 6月 8日に義太夫界の第一人者として

の卓越した技法と絃の音色と抑揚、緩急の繊細な表現力が

評価され、国指定重要無形文化財「義太夫節三味線」の保

持者（人間国宝）に認定されました。南あわじ市名誉市民。

淡
路
人
形
座

秋
の
特
別
公
演

▽
日
時　

11
月
25
日
（
土
）
午
後

６
時
30
分
〜

▽
場
所　

三
原
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
演
目　
「
忠
臣
蔵
」。
素
浄
瑠
璃

に
よ
る
「
殿
中
刃
傷
の
段
」「
本

蔵
下
屋
敷
の
段
」、
人
形
芝
居

に
よ
る
「
祇
園
一
力
茶
屋
の

段
」
※
人
間
国
宝
・
鶴
澤
友
路

師
匠
も
出
演
し
ま
す

▽
入
場
料　

前
売
券
千
５
百
円

（
当
日
券
は
３
百
円
増
し
）

▽
販
売
所　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
館

（
☎
52
・
０
２
６
０
）、
㈶
淡
路

人
形
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習

文
化
振
興
課
＝
西
淡
庁
舎
、
☎

37
・
３
０
２
０
）

淡
路
人
形
の
歴
史
講
座

▽
日
時　

10
月
23
日
（
月
）
午
後

７
時
30
分
〜
９
時

▽
場
所　

三
原
公
民
館
（
無
料
）

▽
内
容　

淡
路
人
形
芝
居
の
起
源

（
講
師　

菊
川
兼
男
氏
）

▽
申
込
み　

㈶
淡
路
人
形
協
会
事

務
局
☎
37
・
３
０
２
０

青
年
・
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ー
ダ
ー
募
集

　

小
学
４
年
〜
中
学
２
年
生
を
対

象
に
し
た
「
通
学
合
宿
『
う
ず
し

お
交
遊
塾
』」
を
行
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
と
共
同
生
活
を
送
り
な

が
ら
様
々
な
体
験
を
し
ま
せ
ん

か
。
申
込
者
は
事
前
研
修
の
受
講

が
必
要
。

▽
通
学
合
宿
の
期
間　

11
月
13
日

（
月
）
〜
18
日
（
土
）

▽
リ
ー
ダ
ー
研
修　

11
月
４
日

（
土
）
〜
11
月
５
日
（
日
）

▽
場
所　

と
も
に
国
立
淡
路
青
少

年
交
流
の
家
（
阿
万
塩
屋
町
）

▽
申
込
み　

10
月
11
日
（
水
）
ま

で
に
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

（
☎
37
・
３
０
２
０
）

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
講
座

生
徒
募
集

▽
日
時　

10
月
、11
月
の
第
２
・
４

土
曜
日
（
計
4
回
）
午
後
１
時

30
分

▽
場
所　

三
原
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

小
学
生
以
上
。
20
人

▽
受
講
料　

千
円（
学
生
５
百
円
）

▽
講
師　

よ
さ
こ
い
グ
ル
ー
プ
楽ら
し
ゅ
う衆

義ぎ

だ

ゆ

う

ぶ

し

し

ゃ

み

せ

ん

太
夫
節
三
味
線
・
鶴つ

る

ざ

わ澤
友と

も

じ路
（
国
指
定
）

15シリーズ品
を
展
示

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
か
し
ら
展　

木
偶
づ

く
り
講
座
生
作
品
。
11
月
３
日

（
金
）
ま
で

◆
淡
路
人
形
絵
画
展　

淡
路
人
形

写
生
会
等
の
作
品
。
10
月
19
日

（
木
）
ま
で

◆
テ
ー
マ
展
示　

仮
名
手
本
忠
臣

蔵
一
力
茶
屋
場
の
段

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

天
体
観
測
会

◆
中
秋
の
名
月
を
見
よ
う

▽
日
時　

10
月
７
日
（
土
）
午
後

８
時
〜
９
時
30
分

▽
場
所　

神
代
小
学
校　

校
庭
。

悪
天
候
時
は
室
内
で
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

◆
星
空
と
海
ホ
タ
ル
鑑
賞

▽
日
時　

10
月
14
日
（
土
）
午
後

８
時
〜
９
時
30
分

▽
場
所　

伊
毘
う
ず
し
お
村
。
雨

天
中
止

◆
そ
の
他　

参
加
費
は
大
人
百

円
、
子
ど
も
無
料
。
子
ど
も
は

保
護
者
同
伴
で
参
加

問
神
代
小
学
校
天
体
観
測
ド
ー
ム

再
建
準
備
会
代
表
・
木
田
徹
☎

０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
・
加
地
亮

選
手
応
援
ス
ク
リ
ー
ン
観
戦

◆
キ
リ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
・

ガ
ー
ナ
戦

▽
日
時　

10
月
４
日
（
水
）
午
後

７
時
20
分
。
開
場
１
時
間
前

◆
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
２
０
０
７
予

選
・
イ
ン
ド
戦

▽
日
時　

10
月
11
日
（
水
）
午
後

７
時
20
分
。
開
場
１
時
間
前

◆
場
所　

西
淡
公
民
館
（
入
場
無
料
）

問
が
ん
ば
れ
！
私
設
応
援
団
（
河

辺
）
☎
０
９
０
・
３
６
２
２
・
８

　

９
４
３
、
F 

36
・
５
５
７
９

サ
ン
ピ
ッ
ク
（
南
あ
わ
じ
市

水
泳
）
大
会
参
加
者
募
集

▽
日
時　

10
月
29
日
（
日
）
午
後

１
時
〜
５
時

▽
場
所　

南
あ
わ
じ
市
温
水
プ
ー

ル
（
サ
ン
プ
ー
ル
）

▽
種
目　

自
由
形
、
平
泳
ぎ
、
背

泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
個
人
メ

ド
レ
ー
、
リ
レ
ー
競
技
な
ど

▽
参
加
費　

２
０
０
円

▽
申
込
み　

所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
の
記
入
の
上
、
サ
ン
プ
ー

ル
（
☎
42
・
４
９
９
４
）
ま
で

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
参
加
者
募
集

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
健
康
維
持
と

仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▽
練
習
日　

毎
週
水
曜
日
、
午
後

７
時
〜
９
時

▽
場
所　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ

ナ
ル
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
会
費　

５
百
円
（
１
回
）

▽
募
集
者　

45
歳
以
上
20
人

▽
申
込
み　

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協

会
（
仲
岡
）
☎
42
・
４
５
６
８

劇
団
は
ぐ
る
ま
座
公
演

「
高
杉
晋
作
と
奇
兵
隊
」

　

幕
末
の
志
士
・
高
杉
晋
作
と
奇

兵
隊
を
描
い
た
雄
大
な
歴
史
ロ
マ

ン
を
鑑
賞
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

10
月
17
日
（
火
）
午
後

6
時
30
分
開
場
、
午
後
7
時
開
演

▽
場
所　

三
原
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
前
売
券　

一
般
３
千
円
、
小
中

高
生
千
５
百
円
（
当
日
券
は
い

ず
れ
も
５
百
円
増
し
）。
同
実

行
委
員
会
事
務
局
（
三
原
家
具

☎
42
・
１
０
６
９
）
で
販
売

●じょうぶな頭とかしこい体になるために
五味太郎著（学研）

きつい問題もなんとかこなせ
る「じょうぶな頭」と、好きは
好き、嫌いは嫌いとはっきり
わかる「かしこい体」をつくる
ためのトレーニングブック。
子どもの疑問・悩み・希望
50項目に、五味太郎が真っ
向から回答します。
●三鷹の森ジブリ美術館ガイドブック
　　　　　　　（徳間書店）

緑公民館図書室☎44-3008

●あぐり白寿の旅
吉行あぐり著（集英社）

99歳（白寿）にして「これから
が私の楽しい老後よ」とのた
まう吉行あぐり。90歳を過
ぎてはじめての母と娘の海外
旅行。旅と人生の記憶を、元
気にユーモラスに綴る。

●大きな友だちゴリラ
　こやま峰子作（佼成出版社）

三原図書館☎43-5037

●ドキドキする席のお食事のマナー
水無瀬広明監修（小学館）

ちょっとかしこまったお食
事の席で、「食べ慣れてる」と
一目置かれるテーブルマナー
を紹介。ナイフ＆フォークや
お箸の使い方から、フレンチ
やイタリアンなど料理別の食
べ方のコツ、お食事会でのマ
ナーまでを解説する。
●おさるのおおきなきのおみせ
　たちばなさきこ作/絵（ひさかたチャイルド）
西淡公民館図書室☎37-3028

●でんきがまちゃんとおなべちゃん
長野ヒデ子作（学研）

でんきがまちゃんのごはん
と、おなべちゃんのみそし
るを食べると、みんな元気
いっぱい！そこへ、くいし
んぼうくまさんがやってき
て・・・。おいしそうなご
はんとみそしるに、思わず
おなかが鳴ってしまいそう
な絵本。

南淡図書館☎53-0234

●「パパ権」宣言！
　お父さんだって子育てしたい
　川端裕人他著（大月書店）

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
★読書っ子まつり開催→21ページに掲載
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

 ●10月の図書館カレンダー

 １     2　           3       4       5   　６     ７ 

 8      9     10     11     12    13    14

15    16   17     18     19     20   21

22    23   24     25     26     27   28   

29    30   31

日 月 火 水 木 金 土

※○はおやすみです月末日
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心のかけはし

20

平成18年９月19日までの受付分
　　　　　　　　　　　（敬称略）
※この欄への掲載を希望しない人は、届け出のとき
に窓口へお申し出ください
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み
ん
な
初
め
て

　
　
　

だ
か
ら
!!

●人　口 53,815人（前月比－61人）
　（男）　 25,991人（前月比－32人）
　（女）　 27,824人（前月比－29人）
●世帯数 18,171世帯（前月比－３世帯）
　　　　　　　　　※平成18年9月1日現在

▲手作りカスタネットで「森のくまさん」を合唱（みはら）

　
「
読
書
週
間
」
は
、
読
書
の
楽

し
さ
を
訴
え
る
こ
と
で
、
す
べ
て

の
世
代
の
人
た
ち
に
本
に
親
し
む

き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
た
運

動
で
す
。
終
戦
ま
も
な
い
昭
和
22

　

食
欲
の
秋
に
な
り
ま
し
た
。
旬

の
も
の
を
食
べ
る
と
身
体
に
良
い

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
少
食
の
子
ど

も
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

ご
飯
の
前
に
何
か
食
べ
て
い
な

か
っ
た
で
す
か
？
食
卓
に
あ
が
ら

な
い
も
の
が
食
べ
ず
嫌
い
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
ま
ず
は
食
べ
て

遊
ん
で
寝
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

初
め
て
の
子
育
て
は
不
安
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
に
触

れ
る
、
抱
っ
こ
す
る
、
お
っ
ぱ
い

を
あ
げ
る
、
げ
っ
ぷ
さ
せ
る
、
お

み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 
せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 午後1時 【開設時間】 

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日

廣本　　貴（　市　）

木本　好德（阿　万）

豊田　辰巳（松　帆）

島田　英樹（洲本市）

谷池健太郎（松　帆）

釣島　恭右（福　良）

宮崎　卓司（広　田）

肥田　明典（賀　集）

堀　　慎一（阿那賀）

古池　将貴（福　良）

平石謙一郎（榎　列）

橘　香緒理（八　木）

出田　有美（阿　万）

谷本　仁美（洲本市）

岡本　美幸（福　良）

田中　　望（洲本市）

酒部　菜三（福　良）

坂本知佐子（淡路市）

岡　　美江（松　帆）

夏目　恵里（大阪府）

石井　唯菜（阿　万）

髙口智恵子（榎　列）

８月 22 日

８月 28 日

９ 月 ３ 日

９ 月 ３ 日

９ 月 ３ 日

９ 月 ４ 日

９ 月 ５ 日

９ 月 ９ 日

９ 月 ９ 日

９ 月 ９ 日

９月 10 日

出生

死亡

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
丸田　伊一
中嶋まきゑ
近江うめ子
石井　源次
山崎とくゑ
坂本こやす
津田　五葉
山形こぜん
川本　榮二
宮本　二郎
亀岡つや子
廣地　耕一
島　　長子
太田　明夫
石若　　進
松林　秀和
西下　忠夫

松帆
松帆
倭文
沼島
灘
阿万
湊
神代
阿那賀
賀集
湊
広田
市
福良
賀集
北阿万
福良

69
94
86
75
81
95
87
99
52
79
83
77
83
69
72
71
79

８月 20日
８月 20日
８月 20日
８月 21日
８月 23日
８月 24日
８月 26日
８月 26日
８月 28日
８月 29日
８月 29日
８月 30日
８月 30日
８月 30日
８月 30日
８月 31日
８月 31日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

増井　芽
め い

生

原田　珂
か ほ

甫

北原　寛
ひ ろ や

也

古田　菜
な つ き

月

坂田　大
だ い ち

地

前川　曜
き ら

来

廻角　香
か ほ

帆

木下　育
い く み

美

林      空
て ん ま

舞

奥井　彩
こ こ ろ

心

的崎　彩
さ き

希

増田　莉
り な

菜

泉　　 軍
ぐ ん じ

次

田村　陽
は る と

大

柏木　瑞
み ず き

希

谷中　陽
ひ な

夏

堀越　晴
は る と

斗

宇城      杏
あんず

尾　晴
は る き

樹

山越　煌
こ う が

牙

秦　   ゆ め

郷　日
ひ な た

向 太

北村　月
つ き の

乃

冨本　未
み く

来

中村穂
ほ の み

乃心

女
女
男
女
男
男
女
女
男
女
女
女
男
男
女
女
男
女
男
男
女
男
女
女
女

満
健 太
貴 充
光 典
幸 優
正 有
素 輝
浩 輔
健 二
治 男
収 成
大 作
典 宏
智 啓
真 樹
啓 介
勇 作
学

昌 浩
祥 平
健 二
佳 広
理

岳 雄
英 昭

福良
広田
洲本市
福良
津井
八木
阿万
市
淡路市
淡路市
広田
大阪府
潮美台
市
八木
阿万
福良
広田
榎列
阿万
榎列
阿万
潮美台
市
阿那賀

８月 15 日
８月 15 日
８月 15 日
８月 17 日
８月 17 日
８月 18 日
８月 22 日
８月 22 日
８月 23 日
８月 23 日
８月 25 日
８月 25 日
８月 28 日
８月 29 日
８月 29 日
８月 29 日
８月 31 日
９ 月 １ 日
９ 月 ３ 日
９ 月 ４ 日
９ 月 ４ 日
９ 月 ６ 日
９ 月 ６ 日
９ 月 ９ 日
９月 11 日

氏名 年齢 地区 死亡日
髙岡　正市
来馬きぬゑ
上野　廣秋
佐古きみこ
榎本　育子
岡本　正次
小髙　鷹男
馬部　博行
阿部ふじゑ
出口　愛子
正井　憲一
崎尾　國枝
眞野　和子
松榮　隆男
宮崎　幸子
馬詰冨士男
下川かつゑ

福良
津井
広田
広田
神代
八木
倭文
松帆
八木
八木
阿万
灘
市
神代
福良
松帆
伊加利

81
90
79
90
57
87
90
64
86
74
81
90
67
83
71
73
90

８月 31日
８月 31日
９月３日
９月４日
９月６日
９月６日
９月６日
９月６日
９月７日
９月７日
９月７日
９月９日
９月９日
９月９日
９月 10日
９月 11日
９月 11日

氏名 年齢 地区 死亡日
森川ハナミ
馬詰　　優
井上　正弘
奥野ゆきゑ
並木はるゑ
吉岡　清司
橋倉　道男
西山　洋子
山畠　幸子
森崎　一義
高田たま子

阿万
市
福良
市

阿那賀
賀集
松帆
北阿万
広田
広田
榎列

90
72
81
95
92
65
72
46
67
69
87

９月 11日
９月 12日
９月 12日
９月 13日
９月 14日
９月 15日
９月 16日
９月 17日
９月 17日
９月 18日
９月 19日

10
月
27
日
〜
11
月
９
日
は 「
読 

書 

週 

間
」

年
、
ま
だ
戦
火
の
傷
痕
が
い
た
る

と
こ
ろ
に
残
っ
て
い
る
な
か
で

「
読
書
の
力
に
よ
っ
て
、
平
和
な

文
化
国
家
を
創
ろ
う
」
と
い
う
決

意
の
も
と
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、

今
年
で
第
60
回
を
迎
え
ま
す
。

特
に
青
少
年
に
読
書
を
す
す

め
る
運
動

　

い
つ
の
時
代
も
「
子
ど
も
が
本

を
読
ま
な
く
な
っ
た
」
と
叫
ば
れ

続
け
て
き
ま
し
た
。特
に
近
年
は
、

受
験
戦
争
に
加
え
、
映
像
、
電
子

メ
デ
ィ
ア
等
の
発
達
で
、
ま
す
ま

　

様
々
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
青

少
年
や
保
護
者
の
方
の
た
め
に
相

談
室
を
開
設
し
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▽
日
時　

平
日
午
後
１
時
〜
５
時

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
・
青
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
内

　

☎ 

37
・
３
０
２
６

　

F 

37
・
３
０
４
８

▽
相
談
内
容　

非
行
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
友
人
関
係
、
家
庭
教

育
、
子
育
て
、
ほ
か
青
少
年
に

関
す
る
す
べ
て
の
こ
と

青
少
年
な
ん
で
も
相
談
室

風
呂
に
入
れ
る
、
お
し
め

を
替
え
る
、
爪
を
切
る
、

お
話
を
す
る
な
ど
、
初
め

て
の
経
験
が
い
っ
ぱ
い
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
育
児

相
談
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
困
っ
た
こ
と
や

子
ど
も
の
行
動
な
ど
、
気

軽
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ

い
。

　

10
月
15
日
に
は
セ
ン

タ
ー
合
同
の
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

セ
ン
タ
ー
へ
来
て
、
た
く

さ
ん
の
人
に
関
わ
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
（
み
は
ら　

沼
田
陽
子
）

す
子
ど
も
た
ち
の
「
読
書
」
の
時

間
が
せ
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
た
と
え
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
時
代
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
を
動
か
す
主
役
が
人
間

で
あ
る
以
上
、
活
字
文
化
は
す
べ

て
の
メ
デ
ィ
ア
の
基
礎
で
あ
り
、

特
に
幼
少
時
か
ら
青
少
年
時
に
お

い
て
の
本
と
の
付
き
合
い
が
重
要

と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
こ
の
運

動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
読
書
週
間
」
が
、
国
民
ひ
と

り
ひ
と
り
の
読
書
へ
の
関
心
と
、

読
書
習
慣
の
確
立
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

第４回読書っ子まつり
～ブックワールドへようこそ～

　南あわじ市では、子どもの読書活動について感心と
理解を深め、子どもたちの積極的な読書の意欲を高め
るために「読書っ子まつり」を開催します。
◆日時　10月 21日（土）9:30～ 16:00
◆場所　三原図書館ほか（参加無料）
◆内容　9:30～ 9:45　ガールスカウト鼓笛隊演奏
　  9:45 ～ 10:30　まち探検隊（淡路人形浄瑠璃発祥の地）
　10:50 ～ 11:20　上映会（アニメの世界）
　10:50 ～ 16:00　親子で体験しよう（防災クイズ）
　11:20 ～ 14:00　図書館探索（昔話クイズ）
　11:20 ～ 12:00　フェルトの世界（人形劇）
　13:30 ～ 14:00　ペープサートの世界（人形劇）
　13:30 ～ 15:00　実演コーナー（竹とんぼ作りほか）
　14:00 ～ 15:00　パフォーマンスの世界（おはなし会）
　15:00 ～ 16:00　アートの世界（動物風船作り）
★その他、各種展示会、手作りおやつのふるまい、子育て
　学習コーナー、古雑誌お持ち帰りコーナーなど
問三原図書館☎ 43-5037

▲読書週間ポスター
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いきいき健康生活

23 22

い
き
い
き
健
康
生
活

●緑保健福祉センター
☎44-3009
●西淡保健センター
☎37-3029
●三原保健センター
☎43-5039
●南淡福祉保健センター
☎ 50-2122
●健康課
☎44-3004

2006.10.1発行

 ■休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

10月１日（日） 大 鐘 稔 彦 医師 高 田 育 明 医師

10月８日（日） 大 森 弘 之 医師 柴 田 亮 平 医師

10月９日（月） 宮 崎 美 枝 医師 鈴 木 俊 示 医師

10月15日（日） 村 野 謙 一 医師 平 山　　 毅 医師

10月22日（日） 浦 瀬　　 巖 医師 田 中 一 宏 医師

10月29日（日） 前 田 昌 巳 医師 富 本 喜 文 医師

 ■時間外診療病院
曜日 病　　院　　名 曜日 病　　院　　名

月 平 成 病 院
☎ 42 - 5335 木 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

火
平 成 病 院
☎ 42 - 5335 金 中 林 病 院

☎ 42 - 6200
八 木 病 院
☎ 42 - 6188 土 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

水
中 林 病 院
☎ 42 - 6200 ●平日は午後6時から午後11時まで

●土曜日は午後1時から 
午後11時まで南 淡 路 病 院

☎ 53 - 1553

10月の健康カレンダー

※健康カレンダーは南あわじ市ホームページの
　「イベントカレンダー」からでもご覧いただけます。
　アドレスは、http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/

診察日 担当医師 備　考
10月１日（日） 坂 口 美 奈 子 医師

9:00～17:00

　担当医は都合により変
更になることもあります。
　受診前に電話をおかけ
ください（☎23ｰ2700）

10月８日（日） 大 橋　　 明 医師

10月９日（月） 富 本 康 仁 医師

10月15日（日） 奥 村　　 司 医師

10月22日（日） 大 橋　　 明 医師

10月29日（日） 村 上 龍 助 医師

 ■休日小児救急診療（県立淡路病院）

内容 日 曜日 時間 場所

機能訓練を必要とされ
る方を対象（要予約）

２ 月 13:30 ～ 15:30 三 原 保 健 セ ン タ ー
４ 水 〃 緑保健福祉センター
11 水 〃 西 淡 保 健 セ ン タ ー
16 月 〃 三 原 保 健 セ ン タ ー
18 水 〃 緑保健福祉センター
23 月 〃 南淡福祉保健センター
25 水 〃 西 淡 保 健 セ ン タ ー

内容 日 曜日 時間 場所

糖尿病予防教室

月１回６か月コース。軽
症糖尿病で64歳までの
方を対象（要予約）

４ 水  9:00 ～ 16:00 西淡保健センター
５ 木 〃 西淡保健センター
11 水 〃 緑保健福祉センター
11 水 〃 南淡福祉保健センター
18 水 〃 緑保健福祉センター
18 水 〃 南淡福祉保健センター
23 月 〃 三原保健センター
25 水 〃 西淡保健センター
30 月 〃 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
生活習慣病相談、栄
養相談、血糖測定、
尿検査、血圧測定、
体脂肪測定など

２ 月   9:00 ～ 11:00 三原保健センター
４ 水   〃 緑保健福祉センター
４ 水   〃 西淡保健センター
23 月   〃 南淡福祉保健センター

介護予防相談
（血圧測定、検尿など）

５ 木  9:30 ～ 11:00 ふ く ら 荘
26 木   〃 仁 尾 荘

内容 日 曜日 時間 場所
講話、調理実習 17 火 10:00 ～ 12:00 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
ストレッチ体操 ５ 木 13:30 ～ 15:00 三 原 保 健 セ ン タ ー

エアロビクス・ダン
ベル体操（要予約）

10 火 〃 南淡福祉保健センター
16 月 〃 緑保健福祉センター
23 月 〃 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所

介護予防の体操・
講話など

65歳以上の方を対
象

２ 月   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
２ 月 13:30 ～ 15:30 三 原 保 健 セ ン タ ー
11 水 〃 緑保健福祉センター
16 月 〃 三 原 保 健 セ ン タ ー
19 木  9:30 ～ 15:30 沼島総合センター
25 水 13:30 ～ 15:30 湯 の 川 荘

内容 日 曜日 時間 場所

転倒予防を含めた
足腰の運動
65歳以上の方を対
象（要予約）

10 火
  9:30 ～ 11:30

緑保健福祉センター
13:30 ～ 15:30

24 火
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:30

内　　　容 日 曜日 受付時間 場　　所
強い歯・幼児フッ素塗布
（平成15年７月・16年１月生）

３ 火 13:30～13:45

緑保健福祉センター
２歳児歯科健診

（平成 16 年７月生）
６ 金 13:15～13:30

母親学級（前期） 12 木 13:30～14:00
コアラ教室 26 木   9:30～11:00

育児相談
（平成17年８月生・
平成18年３月生）

５ 木 13:30～14:30 緑保健福祉センター
16 月 〃 西淡保健センター
16 月 〃 南淡福祉保健センター
19 木 〃 三原保健センター

１歳６か月児健康診査
（平成17年３月・４月生）

10 火 13:30～13:45 緑保健福祉センター
11 水 〃 三原 保 健 セ ン タ ー
13 金 〃 南淡福祉保健センター

10か月児健康診査
（平成17年 12月生）

17 火 13:30～13:45 西 淡保健センター
18 水 〃 三原保健センター
20 金 〃 南淡福祉保健センター

４か月児健康診査
（平成18年６月生）

20 金 13:30～13:45 三 原保健センター
24 火 〃 緑保健福祉センター
27 金 〃 南淡福祉保健センター

家庭療育支援講座
５ 木 10:00～12:00

緑保健福祉センター
19 木 〃

内容 日 曜日 時間 場所
講話、調理実習 12 木  9:30 ～ 12:00 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
講話、調理実習 19 木  9:30 ～ 12:00 南淡福祉保健センター

日 曜日 受付時間 場　　所
２ 月 11:30～16:00 南 淡 公 民 館
29 日 12:00～16:00 くつろぎプラザ「シーパ」

内容 日 曜日 時間 場所
講義・食生活指導・
24時間採尿結果説明

６ 金  9:50 ～ 12:00 緑 公 民 館
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９
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〜
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分
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メタボリックシンドロームの状況
（平成18年度町ぐるみ健診）
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予備軍
18.3％

有病者
19.6％ 有病者

8.0％

予備軍
11.4％

家森幸男プロフィール
兵庫県健康財団会長、京
都大学名誉教授。医学博
士。著書に『長寿の秘訣
は食にあり』（マキノ出
版）、『カスピ海ヨーグル
トの真実』（法研）など

「マタニティマーク」
　このマークを付けている
お母さんを見かけたら、バ
スで席を譲ったり、喫煙を
控えたりするなど、思いや
りある気遣いをお願いしま
す。このマークは厚生労働
省のホームページからダウ
ンロードできます。
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第61回国民体育大会

問のじぎく兵庫国体南あわじ市実行委員会☎50-3036

　

　兵庫県で 50年ぶりに「のぎじく兵庫国体」が開幕

しました。９月 30日から 10月４日まで、正式競技

37種目、公開競技３種目、デモンストレーションと

してのスポーツ40行事が県内全域で行われます。

　南あわじ市からも 17人の選手、監督が正式競技に

参加します。また、市内で開催される相撲競技には、

協力員として 200人以上のボランティアの方々が大

会運営を支えています。加えて、市民総出により主要

道路沿線などを清掃して、全国から参加いただいく皆

さまを歓迎する準備を整えました。

　兵庫国体は、ふだん見ることができない競技が近く

の会場で開催されます。兵庫県選手への応援や観戦な

どで皆さんも国体へ参加しましょう。

▲県選手団主将の納富俊行選手（左）による決意表明
　（9月13日、県立文化体育館）

県相撲強化合宿中
の選手を中田市長
が激励（9月17
日、文化体育館）

▲花による歓迎（９月22日、花づくり協会）

◆のじぎく兵庫国体出場選手（南あわじ市） （敬称略、競技順、氏名欄※は監督）

氏　名 住　所 所　属 競　技 種　別 会　場
岡本　大輝 湊 滝川第二高校 サ ッ カ ー 少 年 男 子 県立淡路佐野運動公園他
北野上能丈 ※ 広 田 三洋電機

ボ ー ト
成 年 女 子

円山川城崎漕艇場武田　裕香 広 田
柳学園高校 少 年 女 子

斉藤　愛佳 津 井
阿部　領太 阿 万 市立尼崎高校

バレーボール
少 年 男 子 加古川市立総合体育館

山口　しおり 広 田 須麿ノ浦女子高校 少 年 女 子 たつの市立龍野体育館
納富　俊行 広 田 洲本実業高校 ウ エ イ ト

リフティング
成 年 男 子 明石市立産業交流センター

仲尾　和也 阿那賀 淡路高校 少 年 男 子 県立明石城西高校体育館
江本　典隆 北阿万 南淡中学校 相 撲 成年男子Ｂ 南あわじ市文化体育館
服部　愛美 松 帆 洲本高校 陸 上 競 技 少年女子Ａ 神戸ユニバー記念競技場
森本　明男 榎 列

三洋電機 軟 式 野 球
成 年 男 子
（ 一 般 Ａ ） 尼崎市記念公園野球場他

山本憲一郎 八 木
三原　克幸 市
小山　雅人 市
山口　勝宏 ※ 志 知
蔭山　将和 阿 万
赤木　和彦 賀 集 成 年 三田市駒ケ谷運動公園野球場

◆南あわじ市内での国体競技日程　　　　　　（すべて入場無料）
種　別 種　目 場　所 日　程 備　考

正式競技 相撲 文化体育館 10月 1日～４日 ９時～

公開競技
ビーチバレー 慶野松原 10月 1日～ 3日 ９時～
スポーツ芸術 玉青館 10月 13日まで 月曜休館

デモスポ行事
少年少女スポーツ

軟式野球 サンライズ淡路 10月 7日 ９時～
相撲 榎列府中八幡相撲場 10月 1日 ９時～
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